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はじめに

視覚障害者のウェブ・アクセシピリティ

ーその社会学的研究の第一段階として

室伏亜希

インターネットの急激な普及に伴ってホームページが一般化する中で、人々は競って、

ホームページ上で人目をひくような凝ったプレゼンテーションをしようとする流れがあっ

た。しかし、それが視覚障害者の情報アクセスにとってはマイナスとなる可能性を持つこ

とも、欧米を中心として早くから指摘されてきた問題であり、日本でも、その動きが形と

なって現れてきている。ここでは、こうした問題にさまざまなレベルで関わっていく人々

の相互作用を分析するための取り掛かりとして、各関係分野の現状を大まかに整理したい。

具体的には、画像情報があふれるインターネットの世界で視覚障害者が求めるものは何か、

それについて各関係分野ではどのような取り組みがなされているか、一般ユーザーのレベ

ルではそれがどのように受け止められているのか、といった点について、一通り把握する

ことである(注1)。

視覚障害者がインターネット上の情報にアクセスするためにまず必要なのは、画面上の

情報を音声(あるいは点字)で「読むJためのソフトである。これはいわゆるアシスティ

プ・テクノロジー(補助工学)の分野である。しかし、画面上の情報は文字だけではない。

晴眼者ユーザーを想定して画像や図表による情報をふんだんに盛り込んだページを開き、

単純に文宇部分を音声化(あるいは点字化)するだけでは、十分な情報は得られない。こ

のため、ページを作る規則そのものに、アクセシピリティという概念を組み込んでいく必

要がある。これは、HTMLのスペックを開発する大元の組織、WorldWide Web Consortium 

の活動方針に関わる分野である。さらに、実際にホームページを作成する個々のオーサー

がこの規則を守らなければ、音声化ソフトや規則も十分に機能しない。このため、アクセ

シピリティという概念の定着も重要な要素である。

そこで、本報告では、これら三つの側面一世界のホームページの中心である W3Cの取

り組み、日本におけるホ}ムページ音声化ソフトの開発、一般オーサーの意識ーについて

それぞれ紹介し、日本の視覚障害者のウェプ・アクセシピリティを取り巻く状況の一端を

把握していく。
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1.オーサ}のためのガイドライン

World Wide Web Consortium (W3C)はウェプのプロトコルを開発し、その発達を促

進するための組織であるが、 1997年4月、この中にInternationalProgram 0血ceσPO)

が組織され、ホームページのアクセシピリティ向上に取り組む WebAccessibility 

lnitiative (WAI)の活動が開始された。これまで、コンピュータ関係の分野では主に、障

害者の側が自らの障害をカバーする技術を開発し、それを駆使して環境を整えてきた。

r95 ReaderJのようなスクリ}ン・リーダーの開発がそれである。その流れは現在も変

わらず、後述するように、ホームページの音声化ソフトも、視覚障害を持つ技術者を中心

として開発されている。それに加えて今回、 WAIの姿勢が W3Cの中でもその重要性を

認められ、現在策定中の HT:阻~ 4.0 (注2)のスペックそのものにも主要な柱のーっとし

て取り入れられるようになったことは、視覚障害者のアクセシピリティをめぐる動きの中

では一つの重要な転換点である。ここではまず、アクセシプルなホームページ作りのため

にWAIが策定している rUnifiedWeb Site Accessibility GuidelinesJ (注3)の要点を、

一般的な例を交えて解説し、 WAIの取り組みを紹介する。

(1) テキストについて

a.物理的なタグよりも論理的なタグを利用する.論理的なタグを流用しない。

論理的なタグとはくDFN><CITE> <STRONG> <Hl>など、それ自体に意

味があり、それによって固まれたテキストが全体の構造の中で占めている位置がわかるも

の、物理的なタグとはくFONTsize=14> <B> <1>など、それによってどんな意味

が表されているのかはわからないが、テキストのレイアウトやインデントのために使われ

るものである。

論理的なタグを用いていると、ユーザー・サイドでページの見え方を調整しやすい。例

えば、弱視の人がテキストを拡大して読む装置を使うときには、 <FONTsize>でサイズ

を固定的に指定しであると、その部分は拡大できない。それよりも、 <Hl>......<H7>で

相対的にテキストの大きさが変わるようにしてある方が、ページ全体を拡大したときも、

全体の構成が崩れにくい、流れを把握しやすい。

また、論理的に一貫した構成にしておけば、将来的にもっと高度な技術に対応できる可

能性がある。例えば、ブラウザの側で必要な情報をすばやく得るために、論理的な見出し

タグである<Hl>......<H7>がついた部分だけを抽出して文書全体のアブストラクトを認

識することが可能になるかもしれない。このとき、<FONT size>でテキストを拡大した

り、 <B>でテキストを太字にするなどして画面上では見出しのように見せている部分は、
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論理的には見出しとして認識されないことになる。

「論理的なタグの流用Jとは、例えば、ある段落をレイアウト上の問題で一段下げて表

示したいという目的で<CITE>を用いるようなことである。このような使い方をすると、

画面上では確かに目的が達成されるが、論理的には、引用文ではないテキストが引用文と

して認識されることになる。こうした流用は、音声化ソフトがタグの意味を音声で読み上

げる場合には、聞き手に誤解を与えることになる。

b.くBLINK>やくMARQUEE>を使わない。

あるテキストに注目を集めたいとき、テキストが点滅したり、画面上を動いていたりす

ると、視覚的には確かに注目されやすいが、音声化ソフトはそれを認識することができな

い。その部分に含まれる情報が重要であればなおさら、これらのタグを使うのではなく、

テキストの大きさや配色に気を配るべきだ、とされる。

(2) リストについて

a.適切なタグくUL>くOL>くLI>を用いてリストを構成する。-

画面上でリストのように見せるために、<TABLE border=O>が使われることがあるが、

(1)に挙げたような理由で、論理的なタグの流用は避けるべきである。また、行頭に絵

記号が入力されていることがあるが、絵文字は機種に依存することが多く、項目を表す機

能を十分に果たせないこと、タグを使わずにリストの形式を作るためにはスペースに頼っ

てインデントせざるをえないことなど、論理的にかなり問題の含むことになる。

b.なるべく番号付きリストくOL>を使う。

そうすると、音声ブラウザでアクセスする人が、自分がリストのどこを読んでいるのかを

把握しやすくなる。

(3) イメージについて

全てのイメージに、その機能を説明するテキストをつける。

イメージの ALTテキストとしてイメージのタイトルが充てられていることがあるが、

それでは不十分な場合もある。例えば、「調査の結果は下のグラフの通りであるJという
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とき、そのグラフのイメージに<IMG src="graphl.gif' ALT="調査結果">という ALT

テキストがついていても、そのグラフが表している意味は伝わらない。重要な情報を含む

画像(特に図、テープル、グラフなど)に対しては、詳しい説明をリンクさせる (D.link

などを用いて)必要がある。

また、リンクに使われているイメージ(クリッカプル・マップ)に対しては、そのイメ

ージをクリックすることでどこへリンクできるのか、その機能がわかるようなテキストを

TITLE属性でつける必要がある。

(4) リンク

a.回りの文脈を読み飛ばしてリンクがはられた部分だけを読んだ場合にも、どこにリ

ンクするのかがわかるような説明を含んでリンクをはる。

視覚障害者は、ページ全体を一見して自分が必要とする情報がどこにあるのかを知る、

ということができない。しかし、それを見つけるためにページ全体をくまなく読むには時

間がかかる。そこで、リンク部分だけを選んで読む、ということになる。

このとき、例えば「ここをクリック」というテキスト部分にリンクがはられたものがあ

ったら、そこをクリックすることでどんな情報が得られるのかを知るためには、その周り

のテキストを読まなくてはならなし、。しかし、「このページをアスキーテキストでダウン

ロードする」とか「テキストパージョンを見るにはここをクリック」というテキスト部分

にリンクがはられていれば、短時間で必要な情報にたどり着くことが可能になる。

b.テキストパ}ジョンのページを作り、各ページの先頭に、ユ}ザが画像入りパ}ジ

ョンとテキストパージョンとの聞を行き来できるようなリンクをつける。

(5) テープル

各データに正しいタグをつける。

現在のブラウザは、画面上に表示されているテーフツレのセルを、左から右へ、上から下

へ読むことしかできない。しかし将来的には、ブラウザと補助技術の発達で、タグが正し

くつけられているのであれば、テーブルのデータを自動的にわかりやすい順序に書き換え

ることができるようになる可能性もある。そのときのためにも正しいタグが必要とされる。

例えば、次のようなテーブルのソースでは、本来ならば r96年Jr97年Jr日本Jrア

メリカ」というテキストにはそれが項目名であることを表す<DT>タグを、データであ
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る各数字にはそれらがデータであることを表す<DD>タグをつけることになっている。

しかし、これが画面に表示されるときには、両者の違いはテキストが太字になっているか

いなし、かだけであり、誤って項目名に<DD>タグをつけてしまった場合も、それが通常

の細字テキストで表示されるだけである。各セルの境界線が目に見えていて、かつ全体の

構造を容易に把握できる晴眼者にとっては、そのセルの中のテキストがソース上でどのよ

うに定義されていようとも、テーブルの意味を理解するのにたいした不都合はない。ちな

みに、こうしたつけ間違いは、後述するオーサリング・ツールを使ってテーブルを書いた

ときには特に起こりやすくなる。

96年

日本 126% 

アメリカ 155% 

以上が、 W3Cが示す現時点でのオーサ一向けガイドラインのポイントである。実際に、

現在入手できるホームページ音声化ソフトを使って、音声だけでいろいろなホームページ

にアクセスしてみると、なぜこれらのことに留意しなくてはならないか、その意味がよく

わかる。また、こうした姿勢でホームページのソースをチェックしていくと、このガイド

ラインでは取り上げられていない日本語特有の漢字や熟語に関するアクセシピリティの問

題にも気づくことができる。それについては後述することとして、次に、ホームページを

音声化するソフトの開発、いわゆるアシスティプ・テクノロジ一分野での取り組みを紹介

する。

2.音声化ソフトの開発

通常、ホームページは目で見ることを前提にして作られている。それに対して何らかの

工夫を視覚障害者の側で加えて、音声で情報を得られるようにするための補助技術は、欧

米では既に開発され実用化されていたが、日本では 1997年が大きな転換の年となった。

まず富士通東北海道が「眼の助Jの発売を、続いて日本アイ・ピー・エムが「ホームペー

ジ・リーダー」の発売を開始した。また、 12月には静岡県立大学の石川准教授を中心と

したグ‘ループが開発を進めている rDAブラウザ (DigitalAudio Browser) Jの調整が最

終段階に入り、 αパージョンといってよいであろう段階のものをインターネット上でダウ

ンロードすることが可能になった。
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(1) 眼の助

「眼の助」は 1997年、富士通東北海道エンジニアリングより発売されたホームページ

の読み上げソフトである。ブラウザが表示するページを、既に広く使われている r95

ReaderJの音声を使って読み上げる。日本語対応の読み上げソフトとしては初めて発表

されたものであり、英語オプションもついている。また、視覚障害者がホームページにア

クセスする時に困難な点の一つになる「リンクの発見Jについて リンクのはつである場

所だけを別の場所にまとめて格納できるようにする、という工夫がなされている。

しかし「眼の助」には現在のところ、富士通のコンヒ。ュータにインストールする分には

問題無く稼動するのだが、その他の会社のコンビュータにインストールしようとすると、

途中でエラーが出て完了できないことがある、という問題がある。これについて開発元に

問い合わせたところ、現時点ではこの問題については対応できていない、ということであ

る。

(2) ホームページリーダー

続いて日本アイ・ピー・エムから発売された「ホームページ・リーダーJは、ブラウザ

と連動し、 95Readerと独自の音源との組み合わせによって、ホームページ上の情報を読

み上げる。開発グループが最も留意しているのは、コンビュータ・ユーザである視覚障害

者はもちろん、コンビュータを使い慣れていない障害者、さらには晴眼者も含めた幅広い

対象を想定して、使いやすさを追求する、ということである。

最大の特徴は、テンキーだけを使ってさまざまな操作ができることである。操作は簡単

だが、機能が単純なものに限られているわけではない。テキストの斜め読み、リクエスト

やメールなど入力フォームへの書き込みモードなど、全部で 200種類の操作が、テンキ

ーの組み合わせでできるように設計されている。

また、通常のテキストは男性の声で、リンクがはってあるテキストは女性の声で読み上

げられると同時に、画面上では、通常のテキスト部分が表示されるスペースの横に、リン

ク部分だけがまとめて表示されるスペースが設けられるように工夫されている。開発グ、ル

ープは、これにより、リンク部分を探し当てるのが困難な視覚障害者にとってリンク部分

が探しやすくなるだけでなく、例えば晴眼者が他の仕事をしながらホームページリーダー

の音声を聞く、という場合にも、必要なリンク先を見つけやすい、としている。

その他、コンビュータを使い慣れない人にとっては、自分に必要な情報はどこに行けば

手に入るのか、ということがわからない場合が多い。これに対してホームページリーダー

は、最初からある程度のブックマークを登録しである。しかし、英語については特に対処

されていないため、テキストの中に英語が出てきた時にはかなり聞きづらい音になるのは
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難点である。

(3) DAプラウザ

DAブラウザは、独自の音源を持ち、単独で稼動できるブラウザである。ホームページ・

リーダーが「障害者にとっても健常者にとっても使いやすし、」とし、う特徴を前面に押し出

しているのに対し、 DAブラウザは、より視覚障害者のために設計されたプラウザである

と言える。読み上げられているテキストが画面上で拡大表示されるなど、弱視者のアクセ

シピリティも考慮して設計されているが、晴眼者の利用は特に意識していないため、画面

上の表示はいたってシンプルである。

操作は、ホームページ・リーダーに比べるとやや複雑で、ファンクション・キーや、コン

トロール・キーまたはアルト・キーとアルファベット・キーとの組み合わせによって行わ

れる。この点については開発グループも、今後改良される可能性もある、としている。プ

ックマークについては、ホームページ・リーダーのように複数登録しであるわけではない

が、情報収集をする上で最も重要である検索エンジンを一つ登録している。

いずれにしても、現在利用可能なDAブラウザはαパージョンとされており、今後一般

ユーザーに広まるまでには何らかの改良がなされる可能性がある。しかし、基本的には、

あくまでも視覚障害者用ブラウザとしてのスタンスを維持していくと考えられる。

3.オーサリング・ツールと一般オーサー

こうした最新の音声ブラウザを使って、アクセシピリティに関するガイドラインを守っ

たページにアクセスすれば、まだまだ課題はあるにせよ、視覚障害者はかなり快適にホー

ムページ上の情報を活用できるだろう。しかし現実には、一般の多くのオーサ}はアクセ

シピリティという概念を知らない。

そうした状況の中で近年、「誰でも簡単にJrワープロ感覚で」ホームページを作ること

ができるオーサリング・ツールが開発され(注 5)、それと呼応してさまざまなレベルの

オーサーが誕生することになった。これらのツールを使うと、特に HTMLを勉強しなく

ても、極端に言えば、「タグJの意味を知らなくても、ホームページを作ることができる。

それこそが、オーサリング・ツールのセールス・ポイントと言ってもよいだろう。

しかし、その便利さは、裏を返せば、オーサーが画面上の表示に頼ってページを作るこ

とにつながりかねず、物理的なタグを多用したり、論理的なタグを流用したりする可能性

を高めてしまう。そうしたページをそのまま音声化すると、手入力のソースよりも問題が

起こりやすい。
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一般オーサーが実際にツールを使って作成したページとそのソースを参考にして具体例

を紹介する。例えば、下の例 1のような画面があったとき、晴眼者ならば「もくじ」と

読むだろう。しかし、これを音声化ソフトで読み上げると、「め(わずかな間)つぎ」と

なる。ソース上で「目」と「次」の聞にスペースが入っていて、ブラウザがそれを一つの

熟語として認識できないからである。

例 2の場合は、前述のようにテーブルそのものが持つ問題があることに加え、縦書き

になった項目名が正しく読み上げられない、という問題がある。もともと手入力でソース

を書き、特に縦書きにはしていないのだが、たまたま画面のスペースが狭くてテープルの

幅が縮まり、画面上は縦書きに見える、とし、う場合は別であるが、たいていの場合、こう

したテーブルのソースを見ると、「日」と「本Jの聞に改行を示す<BR>タグ、がついてい

るため、音声では「ひ(わずかな間)ほん」となる。その後は同様に、「なか・くにJrこ

め・くにJである。

例 1 (画面表示) 目 次

例2 (画面表示)

これは単純な例だが、こうした不用意なスペースや改行によって、テキストやテーブル

の意味を音声から理解するのに非常に苦労することがある。

また、将来的にブラウザが改良されたとき、テーブルに対してどのように対応するよう

になるのかはわからないが、現在のところ、空のセルを作ることも視覚障害者の理解を妨

げることがある。単純なテーブルならば、視覚障害者は読み上げられた項目名から全体の

構造を頭の中に描き、その中に、読み上げられていくデータを当てはめてテーブルを理解

する。このとき空のセルが一つあると、音声ブラウザはそれをわずかな間でしか表さない

ため、そのセルの存在に気づくのが難しく、結局その後のセルがすべて一つずつずれた状

態で頭の中に入ってしまうためである。

オーサー向けガイドラインは、それを守らなし、からといってペナルティがあるわけでは

なく、アクセシピリティについてどの程度考慮するのかは、個々のオーサーに任されてい

る。ツールを使っているときは特に、自分の望むレイアウトになるべく近いものが画面上

に表れればページが完成したように恩われるため、こうした細かい注意点には気づきにく

いものだが、ちょっとした注意で、視覚障害者のアクセシピリティは大きく左右されるの

である。

もちろん、ツールを使うこと自体が問題なのではない乙ツールを使った場合でも、オー
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サーがアクセシピリティという概念を知っていさえすれば、画面上では問題がなくても論

理的には問題がある部分、音声にすると理解できない部分などを手直しすることが可能で

ある。こうして、さまざまな分野の技術をうまく組み合わせれば、手入力よりも短時間で、

アクセシプルなページを作ることもできる。

おわりに

WAIの活動を進める W3Cと音声化ソフトの開発者たちの間では、相互に連携を強め、

現在直面している課題については共同して対応していくべきだ、ということが共通の認識

となっているようである。今後、こうした共同作業の中で、よりアクセシプルなスペック

と高度なブラウザの開発が期待される。

しかしその一方で、ホームページに関わる人々の幅が広がれば広がるほど、「アクセシ

ピリティ」という概念を知らないオーサーの割合も増えていく可能性がある。この概念に

気づいていない人たちが多いのも事実だが、知っていながら対応していない人も多い。ホ

ームページを持つことが当然のことのように宣伝されている時代の中で、一般オーサーの

多くが、アクセシピリティの議論は自分には無関係のものと感じていることは否めない。

彼らの立場は「どうせ私が作ったページを視覚障害者が見る確率は少ないからJrとにか

く早くページを立ち上げなくてはならない。急いでいるから、最低限の体裁が整えばいいJ

ということである。こうした状況では、スペックの中にアクセシピリティ概念が盛り込ま

れ、音声化ソフトが充実しても、一般オーサーの意識が変わらなければ、その成果も活か

されない。

障害者のアクセシピリティをめぐる社会学的研究は、こうしたさまざまな参加者の相互

作用を整理することから始まる。本報告は、その参加者たちの動きのほんの一部を紹介し

たに過ぎない。今後、 W3Cや視覚障害者を含んだ各ソフトの開発グループ、メーカーが、

どのように共同してこの状態に向かっていくか、どうやって一般オーサーをアクセシピリ

ティ向上の流れに巻き込んでいくのか、注目される。

注1 ここで視覚障害者が中心になるのは、「マルチメディア」とはいっても視覚情報を基

本とするインターネット情報へのアクセスに関して、最も困難が多いのはやはり視覚

障害者だからである。TraceResearch & Development Center (WAIのガイドライ

ン作成グループのメンバー。ウィスコンシン大学内。)のアクセシピリティに関する
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ガイドラインでも、r(このガイドラインの)大部分は、目が見えなくてスクリーン・

リーダーを使っている人々がウェプを使うときに直面する問題に注意を払っている…

それは、ウェプ・アクセス上の主要な問題は、こうした人々が直面するものだからで

ある。…聴覚に問題のある人が困難に直面するのは、重要な情報が音声で提供されて

いる場合だけである。」とされている。しかし、他の種類の障害を考えると、必ずし

も視覚障害者とは利害が一致しない。この点については別途議論が必要だろう。

注2HTML4.0のスペックのドラフトは httn:/lwww.w3.ord当ら入手できる。

注3WAIのガイドラインは httn://www.w3.or2.IWAIIから見ることができる。これは

Trace Research & Development Centerのものを始め、これまでに作成された多く

のガイドラインを反映して編集作業が進められているところで、 1998年1月現在で

Version 8のドラフトが公開されている。

注4τ図。eResea四h& Development Centerのガイドラインは

httn:llwww.trace.wisc.edul 

注5 オ}サリング・ツールとしては日本アイ・ピー・エムの「ホ}ムページ・ピルダ~J 、

アドビの「ページメーカーJなどが一般的である。また、マイクロソフトのワープロ

ソフト「ワード 97Jも、文書の保存形式として HTML形式が選択できるようになっ

ており、まさにワープロ感覚で作った文書がそのまま HTMLファイルになる。英語

圏では rHoTMetaLJがアクセシピリティを考慮したソースを作るソフトとして定評

があるが、日本語環境でこれを利用するには問題が多い。
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障害学・障害理論

長瀬 修



障害の特に社会、文化、歴史的側面を重視する障害学、ディスアピリティスタデ

ィーズは現在まで特に米国と英国で進展を見ている。日本で、の障害学の確立を目指

すうえで、本報告では両国の障害学、ディスアピリテイスタディーズの歴史、現状

の一端を取り上げる。なお研究計画に基づいて、文献のレビューを行っている段階

にあることをご理解頂きたい。

現段階で言えることは、米国での障害学は以下に取り上げる研究誌、 SDQと学

会、 SDSが並行する形で発展してきたのに対して、英国では学会は存在しないが

、高水準の研究誌(Disa凶ity& Sωi借りが障害学の発展の基盤を提供してきたこと

である。

両国どもゾラ、ブインケノレシュタイン、オリバーをはじめとする自ら障害者であ

る研究者が中心的役割を果たしてきたことは重要な意味を持っている。日本でも最

近、盲ろうの福島智氏が金沢大学 (97年4月〉、頚随損傷の横須賀俊司氏が鳥取

大学 (98年4月)と大学の教員などの研究・教育職に障害者が常勤で、つく事例が

徐々に増えているが、障害者の高等教育へのアクセス、そして障害者の教育・研究

機関への就職における差別、そして就職した場合の環境整備の不備、が依然として

あり、障害学への確立のネックとなっている。

なお、日本での障害学、ディスアピリティスタディーズのために、昨年夏に静岡

県立大学の石川准研究室が運蛍主体としてインターネットを活用して、障害学に関

する日本語のメーリングリストを開始している。私も実質的な共同運営者として積

極的に参加している。これは障害学の基盤整備の一環である。現在は主に障害研究

者(大学教員、研究機関職員、大学院生、国会図書館職員等)が約30名加入し、

活発な議論、情報交換を行っている。海外からは在米国の大学教員、大学院生、在

タイの国連職員なども参加している。メッセージ数は去年9月から 1月までで50

Oを超えるメッセージがアップされ非常に活発である。

またインターネットに関しては、信州大学医療短期大学の立岩真也助教授(W生

の技法.H 9 0年、 『私的所有論.H 9 7年〉が「生命・人間‘社会」

(h抗p://itassOl.shinshu-u.ac.jp:76/TATEIWAll.htm)という障害、障害者が大きなテーマ

である公開の膨大なデータベースを運営されているのに私も微力ながら協力し、運

営者として名を連ねている。

「現代思想J誌2月号が「身体障害者j 特集を組む(私も企画に協力すると共に

執筆。添付資料を参照)など社会、文化的視点からの障害への取り組みが進んでい

ることがi.~皇し、。

-15-



1、米国

米国では障害学の進展に大きな貢献をしてきたディスアピリティ・只タディーズ

・クウォータリー (DS Q) と米国障害学会 (SD S)を取り上げる。

1. 1 DISABll..JTY STUDIES QUARTERL Y (D S Q) 

80年7月に Disat組tyNewsletter として出されたのが起源である。これは第1巻

第 1号だけとなり、次号は自らが障害者である社会学者ゾラが復活させ、 The 

Disability and Chronic D関節eNewslettぽとし1う名称、で発行された。 84年4月に至っ

て第4巻第3号から Disability and Chronic Disease Quarterly と名称、を変更し、ゾラ

を編集長として季刊発行を始め、 84年 10月発行の第4巻第4号からは特集を組

むようになった。名称に関しては、第5巻第 1号で アドリアン・アッシュ(現在

のSDS会長)からの誌名へのコメントが紹介されている。アッシュは「慢性疾病

J chronic叫nessを名称から削除し、障害disabilityだ、けを残すように提案した。理由

としてリハピリテーション法や公民権法によってカバーされている 3、600万人

のうち多くは自らを「障害者Jとは見なさず、 「障害Jdisability と距離を置こうと

していることをあげ、 73年のリハビリテーション法で「障害者Jhandicappedとさ

れている人々を示す言葉としてはディスアピリティを用いようと提案した。

それを受けて 85年秋の第 5巻第 4号で名称は現在に至る DisabiltyStudies 

Quarterly (S D Q)に再度変更された。

中心となったゾラは94年 12月に亡くなったが、米国での障害学確立への功績

は非常に大きい。それは例えば Joumal ofDisability Policy Studiesの第6巻第2号(

9 5年)が紙面の半分をゾラの追悼に費やしていることでも分かる。

ゾラを引き継いだのはデビッド・プファイブアー David Pfeiffiぼであり、現在は

ハワイ大学からSDQの編集、発行を行っている。

障害関係の文献紹介、書評に加え、 FilmClips欄で映画批評を行うなど、文化、メ

ディア批評に力を入れているのが特色である。特集でも 3度、メディアを取り上げ

ている。これは「障害者がどのように描かれるのか」という関心であり、それはど

のような言葉、表現で障害者を表すかとも深く関係している。 FilmClips欄は85年

に唱veryoneHere Spoke Sign Lan;伊age" (rみんなが手話で話した島j佐野正信訳

)を発表しているグロースが担当していた時期もある。
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SDSとの関係は、編集長のゾラがSDSの初代会長を務めていたこともあり協

力関係はあったが、正式にSDSがSDQの発行に責任を持つようになったのはゾ

ラ亡きあとの96年6月である。現在に至るも SDSの会費と SDQの購読費は53.IJ

である。

SDQはニヱースレターとして発足したと言う経緯もあってか、論文集としては

本格的ではなく、さまざまなイベントや書評をタイムリーに伝えるという役割に重

きを置いている。このSDQの性格が、 ADAの成立を背景にして、政策に重点を

おく、いっそう論文集、研究誌の要素が強い JournalofDisability Policy Studiesの90 

年の発刊に結びついているようにも思われる。

以下に84年以降の各号のテーマのリスト並びに掲載論文の一部を紹介する Q

1 984年第4巻第5号技術

198 5年第5巻第 1号発達障害

Asch， Adrienne (1985) "L鮒 er"DCDQ， vol. 5， no. 1， (January， 1985) 

第5巻第2号身体障害と加齢

第5巻第3号仕事、関連する障害政策

第5巻第4号テーマなし

1 986年第6巻第 1号テーマなし

第6巻第2号女性、障害、ジェンダー関連問題

第6巻第3号 メディア描写

第6巻第4号心理学的問題

198 7年第7巻第1号テーマなし

第7巻第2号ベーピードゥど他の新生児問題

第7巻第3号障害の国際的比較問題

第7巻第4号障害学(デ、イスアピリティスタディーズ〉を教える

1 988年第8巻第 1号テーマなし

第8巻第2号 自助と自立生活

Pfeiffer， David (1988) "Divisions in the Disability Community" (サービス提

供としての自立生活運動と障害者の公民権確立を目指す障害者の権利運動の関係を

論じている)

DeJong， Garben (1988) "The Challenge of MiddleAge for the Independent 

Living" (自立生活運動の理論面の指導者として知られる筆者が、社会運動としての
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自立生活運動の成熟と困難を論じている)

第8巻第3号障害の歴史的側面

Longmore， Paul， K. (19&&) "Needs and Opportunities: The History of People 

with Disabilities" 

第8巻第4号学齢期の子供と障害

E五ggins，Paul， C. (1988) "The Challenge of Educating Together Deaf and 

Hearing Yωth" 

198 9年第9巻第1号テーマなし

第9巻第2号慢性的疾病の経験と障害

Murphy， Robert， F. (1989) "Subjects and Objects" 

第9巻第3号 ジェンダーとセクシャリティ

W蹴 man，Baraba Faye (1989) "The Politics ofSex and Disability" 

Hぬn，Harlan (19&9) "Di路bilityand Ma民ulinity"

Zola， Irving Kenneth (1982a) "Missing Pieces" Philadelphia: Temple University 

第9巻第4号 デ、フネス(D伺血筋s:注)と難聴

1 990年第10巻第1号テーマなし

第10巻第2号異文化(国際的比較)

第10巻第3号障害のデモグラフィー

第10巻第4号メディア 2

1 991年第 11巻第1号テーマなし

第11巻第2号バイオエシックス(生命倫理学)

Asch， Adrienne (1991) "Biωthics Thi出ingand Disability Ri位1s"

第12巻第3号障害政策:過去、現在、未来

Scotch， Richard (1991) "U也ver鵠1of Targeted Policies? Di錨bilityPolicy 

Advocacy After ADA" 

1 992年第 12巻第 1号テーマなし

第12巻第2号身体

第 12巻第3号障害の政治学

第12巻第4号補助的技術

1 993年第 13巻第 1号テーマなし

第13巻第2号精神保健再考

第13巻第3号遺伝学
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第13巻第4号子ども

1 994年第14巻第1号テーマなし

第14巻第2号障害学再考

第14巻第3号国民健康保健改革

第14巻第4号エイズ

1 995年第15巻第1号テーマなし

第15巻第2号メディア3

第15巻第3号宗教、精神性、障害

第15巻第4号障害文化(デ、イスアピリテイカルチャー)

*初めての障害文化の特集。特集の編集長は障害文化研究所のスティ

ーブン・ブラウン。ブラウンは障害文化に関する現在まで最も体系だった研究

(Brown， 1994)をまとめている。

1 996年第16巻第1号テーマなし

第16巻第2号エスニシティと障害

第16巻第3号発達障害

第16巻第4号経済学と障害

1 997年第17巻第1号テーマなし

第17巻第2号歴史記述

Longmore， Paul K. (1997) "Political Movement of People with Disabilities: 

The League ofthe Physically Handicapped， 1935・1938"

(3 0年代にニューヨークの「身体障害者連盟Jは雇用差別を訴え、ろう者地位向

上連盟と協力し、公的な失業対策部門の7パーセントの雇用率(ろうと肢体不自由

)を獲得し、一時は1500人がこの枠で就業した。)

* (注〉現在最も翻訳がむずかしい言葉の一つがdeaf，deafuessである。それはろう
者の言語・文化集団の側面が認識されてきたからである(聴こえない身体的状態を

deaf、手話を中心とする言語、文化集団的側面に言及するのに Deafを用いるのも

英語世界では一般化してきた)0 deafを聴覚障害、 d白色白sを単に聴覚障害とするの

は文化的側面を軽視することになる。 rろう」を身体的、社会・文化的側面両方を

表現する言葉として用いるのが適切に思う(長瀬、 19 9 7)。なお blac1rness， 

womanness がないのになぜd伺fnessはあるのかという批判すら、ろう者からある。

(Bienve加，MJ，1991)。
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*文献

長瀬修 (1997) rろう児の人工内耳手術の問題点JW生命倫理』第8巻

Bienvenu， MJ (1991) "Perspectives on the word "deafuess"" TBC News， no. 35(Apri11991) 

Brown， Steven E.(l994) "Investing a culture of di鈍bility"

1. 2 米国障害学会総会報告書(Proceedings)

現在はSDS年次総会で発表されたペーパーは報告書としてまとめられている。

現在までに ~4 年総会までの報告書が出されている。内容の概略を把握するために

以下に題名と章だてを紹介する。

84年・ 85年総会報告書 f社会における障害者:構造、過程、個人J

第1章障害研究の課題と問題

第2章身体障害と加齢:対処のパターン

第3章役割実行、役割変化と障害

第4章 身体障害への対応:社会的支援、自助、メインストリーミング

第5章 身体障害を持つ人を障害者に変える

(Trasfom由恵People.withPhysical Disability 加。DisabledPeople) 

第6章 リハビリテーション

第7章社会運動、政治、身体障害

第8章 障害を持つ人の研究でマイノリティグループの概念を使用すること

第9章障害の定性研究

第10章障害学の課題と問題

86年報告書「社会における障害者の世界の変化J

第1章 障害者に関する態度とその変化

第2章働く世界での障害者

第3章障害者の相互作用と自己認識

第4章障害研究 (DisabilityResearch)の社会、文化的側面

第5章 メディア、コミュニケーション技術、障害者

第6章 自立生活へを促進する革新的トレーニング

第7章 自立生活、公民権、自助
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第8章障害者に関する生と死

第9章 「障害アイデンティティ」の政治的、社会的側面

第10章障害者の生活と健康保健

第 11章障害者に関する法的、政策的問題

第12章利用者、家族、サービス提供者への社会支援

8 7年報告書「障害学の新たな課題」

第1章 メディアと文学を通じた障害に対する社会の見解

第2章障害に関する経験的研究

第3章障害、政治、ラベリング

第4章障害と関係性

第5章障害の研究:経済学と政策

第6章加齢と慢性疾病

88年報告書 f障害の社会的模索」

第 1章研究室と現場での態度に関する研究

第2章 自己定義への学際的研究

第3章 政策研究から法的策定へ:国家的課題としての人的介助

第4章障害研究の手法

第5章政策決定における法の役割

第6章 障害者へのサービスはどこで誤るのか?

第7章障害の政治学

第8章 リハビリテーション組織の評価

第9章障害、美学、セクシュアリティ

第 10章障害の頻度に影響する要素

第 11章障害研究の課題と問題

第 12章障害者の家族

第 13章障害学の新たな関心
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ろう児の人工内耳手術の問題点

Issues in the cochlear implantations among deaf children 

長瀬修
Osamu NAGASE 

⑨障害・コミュニケーション研究所

.KEY WORDS 人工内耳 (cochlearimplantations) ろう児 (deafchildren) 

倫理 (ethics)ろう文佑 (deafculture) 手話 (siglilanguage) 

要旨

ろう児への人工内耳手術が論争を呼んでいる。人工内耳手術とは内耳に小さな電極を挿入し、音を電気信号

に変換、聴神経に直接、電気刺激を伝える不可逆的な手術である。

ろう者の組織の多くは各国でろう児への人工内耳手術に反対する運動を繰り広げ、 95年の世界ろう者会櫨は

「ろう児に人工内耳手術を勧めなしりと決議した。手話を確固たる言語として認識する動きと、ろう文イじの主張

が背景にある。日本でも93年の roプロ」の結成を契機にろう文佑運動は上げ潮である。
ろう児への人工内耳手術に対しては、(1)現技術レベルの人工内耳は中途半端であり、音声言語、手話雷語共

に身につかないという批判と、 (2)聴者である親が本人の自己決定按きで、ろう者を聴者に変えようとするのは
許されないという倫理的な批判がある。

ろう者としての狙自の世界があることを、聴者の親に伝える努力が求められている。ろう者自身の組織から、

ろう児の親への積極的な情報提供、相談の役割が期待される。

一一一一一 SUMMARY一一一一一ー
Cochlear implantations (CI) is a newly developed technology to improve / restore hearing partially. While 

this has been received favourably by the deafened people. there has been a growing controversy over 

the linguistic and ethical aspects over the CI among deaf children. Background of this is the recognition 

that based on their distinct sign language. Deaf people form a cultural and linguistic minority. The World 

Congress of the Deaf in 1995 decided not to recommend CI among deaf children. More information on 

the Deaf community and sign language should be available to parents of deaf children so that parents can 

make an informed decision on behalf of their children. It is very important for the Deaf organizations to 

provide information as well counselling to parents. With these. CI will be more useful. 

1 . 人工内耳とは何か

人工内耳手術とは内耳に小さな電極を挿入し、音

を電気信号に変換、聴神経に直接、電気刺激を伝え

る不可逆的な手術である。聴神経への電気的刺激の

試みの歴史は1800年代にまでさかのぼる 1)が、「医学

で初めての感覚器の人工臓器」 21としての人工内耳の

一27-

開発は1950年代に始まるへ日本ではオーストラリア

のコクレア社の人工内耳手術の第 l例が1985年に行

われたぺ当初は400万円以上の高額の自己負担が必

要だ、ったが、 94年 4月からは「高度先進医療」とし

て健康保険も適用されるようになり、経済的な負担

は大幅に軽減された。 1996年末現在では日本に735人

の装用者がいるへそのうち約 1割が18才未満である。
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人工内耳は補聴器を用いても聴力の回復・向上が

充分でない場合(感音性)の新たな選択肢である。

しかし、通常の聴力まで回復・向土させるものでは

なく、手術後は長期にわたる装置の調整と聴能訓練

が必要になる。

日本で唯一厚生省の認定を得ている日本コクレア

社は適用基準として以下を挙げている。

(1) 2才以上であること。

(2) 両耳とも高度感音難聴であること。

(3) 補聴器の装用効果が全く、またはほとんどない

こと。

(4) 鍋牛に電極が埋め込まれるスペースがあること。

(5) 医学的禁忌のないこと。

(6) 家族が過剰な期待を持たず、協力的であること。

(7) 教育機関と密接な連携が保てることへ

人工内耳手術は、音声言語を身につけた後で音を

失った中途失聴者からは福音として大歓迎されてい

る。リハビリテーションに困難はあり、元通りでは

ないにしても、音声言語の世界への復帰を意味する

からである。

日本では日本コクレア社の人工内耳装用者が親睦

と情報交換を目的として「人工内耳友の会(ACITA)J7) 

を1988年に発足させている。年4回の会報の発行や

懇談会の開催を通じて、同じ環境にある者同士なら

ではの活動を充実させている。 1993年には人工内耳

の実態調査を行い、独占状態にある日本コクレア社

への注文、要望も積極的に取り上げているのは高く

評価できる的。自助運動や本人活動として充実した動

きを示しているのは心強い。

この会の会報からは音の回復を喜ぶ姿が数多くう

かがわれる。音の世界に慣れ親しんだ後に、音がな

い世界へ移ることには戸惑い、苦悩がある。そこか

ら部分的であれ、音の世界にもどるのに人工内耳が

確実に役立つことが伝わってくる。

2. 言語・文化集団としてのろう者

このように中途失聴者には評価されている人工内

耳がろう者からは強い批判を受けている。

「ろう者J とは聴力損失を持ち、手話を核心とす

る言語・文化的集団に帰属意識を持つ者である。な

お、手話は独自の体系、文法を持つ。例えば日本手

話は音声日本語に従属しているのではない。本稿で

126生命倫理 VOl.7 NO.1 1997.9 
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の手話とは音声言語に対応している手話、例えば日

本語対応手話ではない。

日本では1991年に木村晴美が発行人として言語的

少数派としてのろう者という視点からミニコミ rDJ

を発刊し、それが発展する形で1993年に、言語的少

数者としてのろう者を掲げる集団 rDプロ」が発足し

た。そして95年の『現代思想』誌での木村晴美、市

田泰弘による「ろう文化宣言 言語的少数者として

のろう者J9}により、日本のろう文化運動は一つの頂

点に達した。歴史的な同宣言は次のように語る。

「ろう者とは日本手話という、日本語とは異なる

言語を話す、言語的少数派である」ーこれが私たち

の「ろう者J の定義である。これは「ろう者J= r耳

の聞こえない者」つまり「障害者」という病理的視

点から、「ろう者J=r日本手話を日常言語として用い

る者」、つまり r言語的少数者J という社会的文化的

視点への転機である。このような視点の転機は、ろ

う者の用いる手話が、音声言語と比べて遜色のない、

“完全な"言語であるとの認識のもとに、初めて可能

になったものだ1へ

これは「耳が聞こえない」という身体的状態と、「ろ

う者」という手話を用いる集団に属するという社会・

文化的状態を分離することを意味している。つまり

必ずしも全ての「耳が聞こえない」者が「ろう者」

ではないということである。

ちなみに英語、では前者を小文字のdeafで示し、後

者を大文字のDeafで示す用法が広まりつつある。例

えばKoreanと閉じように民族集団としての位置づけ

である山。なお、身体と社会・文化の分離はフェミ

ニズムでのセックスとジェンダーの分離と並行的関

係にある 12)。

ろう者が自らを文化集団として規定する傾向は国

際的な傾向である。欧米は特にその傾向が強い。例

えば、文化的には欧米圏であるニュージーランドの

ろう協会が対象としているのは「音声言語獲得以前

に聴力を損失した人で、文化としてろうあ者の文化

を身につけていることを自己認識し、ニュージーラ

ンド手話を利用している人J13}である。

ろう者の国際的な車踏襲である世界ろう連盟 (WFD)

は役員の多くが欧米から選出されている点で世界の



ろう者を代表しているとは言いがたい面もあるが、

その規約の中で「ろう文イ包Jに明確に触れている 14)。

この背景には特に1970年代に始まる手話に対する

認識の深まりと共に、世界で唯一のろう者の文系大

学である米国のギヤローデット大学でろう者の学長

が初めて選出された1988年のいわゆる「ギャローデッ

ト革命」によるろう者社会の意識の高揚がある 15)。

ろう文化の中核をなす手話の社会的認知は各国で

進んでいる。スウェーデンでは手話がろう者の第1

言語として法的に認知されている.1995年にはフィ

ンランドととウガンダが憲法で手話に言及した.特

にウガンダ新憲法は文化の文脈で手話を位置づけた

点が特筆に値する 1へまたはスロパキアでは手話に

関する独立した法樟が1995年に成立している向。

ろう者の文化的側面は国際的な政策文書にも既に

反映されている。 1993年に国連総会で採択され、現

在の国際的障害政策の最重要文書である「障害者の

機会均等化に関する基準規則」の教育に関する項目

でも、ろう者の文化に配慮した教育を求めるという

記述がある 18)

視覚言語である手話を中核とするろう者はろう者

社会と呼ばれる集団を歴史的に形成し、独自の集団

を指向する傾向が顕著である問。集団としての結集

カの強さは、ろう者聞の結婚の割合が高いことに端

的に示されている刷。

また、どの集団であれ歴史は重要な要素であるが、

ろう者社会の歴史は学術的関心の的ともなり、既に

スウェーデンや英語では、学会が設立され、国際的

な学会DeafHistory Intemationalも1991年に発足し

ている。

3. ろう児の人工内耳手術への反発

このような、「文化としてのろうJ という視点から、

ろう児への人工内耳手術は激しい反発を招いている

のである。自らの属する集団の将来を危うくする行

為と受けとめられているからである。

なお、本稿で「ろう児」とは聴力損失のある子ど

も全般を意味する。「ろう J を主に社会・文化的な意

味にのみ用いる場合には.手話を身につける以前の

子どもに「ろう J を用いるのはむずかしい。しかし

筆者は「ろう J を身体的状態と社会・文化的状態を

包含する言葉として用いている。「ろう!AJ とは聴力
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損失を持ち、将来的に手話を核心とするろう者社会

に帰属意識を持つ可能性が高い子どもを指す。

人工内耳の技術が広まりつつある国を中心に、ろ

う児への人工内耳手術が政治問題化している。ろう

者組織ならびにろう児の親の組織が子どもへの人工

内耳手術に反対の声をあげている 21)日本でもDプロ

と全日本ろうあ連盟がそれぞれ、ろう児への人口内

耳手術に対する疑問を呈している 22)。

95年7月に聞かれた第12回世界ろう者会議は「ろ

う児に人工内耳手術を勧めない。なぜなら人工内耳

はろう児の言語獲得に役に立たず、情緒的、心理的

人格形成と身体的発遣を阻害しうるからである.反

対に、手話の中で育つ環境が言語的ならびに他の発

達を含む全面的発達を支えるJ23}と決議した。

人工内耳に対する批判の一つは現状での人工内耳

の性能の問題に関するーもので、現時点で子どもへの

人工内耳手術を考慮する際に重大な要素であると同

時に、将来的に人工内耳の性能がいっそう向上し音

声言語の習得が確実になった時点では消滅する可能

性があることに留意する必要がある。

これに対し、もう一つの批判点は、聴者である親

がろう児本人の意向抜きで、ろう者を聴者に変えよ

うとするのは許されないという倫理的、より根源的

な批判である。手術という方法で、自分が親である

というだけで、自分の子どもを少数派(ろう者)か

ら多数派(聴者)に変えることが許されるのかとい

う強烈な問いかけである。「聴J と rろう』はどのよ

うな関係にあるのか。

ハーラン・レインは r聴者によるろう者社会の支

配、再構成、ろう者社会への権威の行使J24】を聴能主

義(オーデイズム)と規定し、ろう者・聴覚樟害者

に関係する専門職者もこの聴能主義体制の一部であ

ると厳しく批判している。

4. 人工内耳が真に活かされる環境

9割のろう児は聴者の親元に生まれてくる。した

がって多くの場合には聴者の親がろう児の人工内耳

手術を受けるか、否かの決断を下すことになる。ろ

う児本人に代わって親がインフォームド・コンセン

トを与えることになる。圧倒的な音声言語優位の環

境の中で、どのような選択をするのか。こどものた

めに何が最善策か親は迷う。
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子どもが 2歳 3カ月で髄膜炎により失聴し、 3歳

の時に人工内耳手術を受けさせた親は「手術までの

7カ月の問、人工内耳の手術を受けることについて

もじっくり考えました。まだ本人の意志で決めるこ

とができない年令なので、親が勝手に決めてしまっ

ていいのか?本人が選択できる年令まで手術を待つ

べきではないか?この子の人生を大きく変えてしまっ

て構わないのか?後で本当に良かったと本人が思っ

てくれるのだろうか?J25}と語っている。

このような決断を迫られる親の数は人工内耳の普

及につれて、ますます増える。その時にどのような

情報が親、特に聴者である親に届くかが重要である。

これまで日本では人工内耳は成人を主な対象とし

てきた。国際的には18才以上の装用者が約6割であ

るのに対して、日本では18才以上の装用者が9割近

くを占めるという点が特色だった。そして日本の幼

児の人工内耳手術例は非常に限られてきた。 96年末

までで総計735人が手術を受けたが、 4才未満は10人

である 26)。しかし、今後は子ども、特に2、3才の幼

児が対象となっていく動きが見える。

オランダの社会学者であるスチュアート・ブ、/レー

ムは自らの二人のろう児(当時7才と 3才)に人工

内耳手術を行わない選択をした。手話の重要性を認

識した結果である。ただ、人工内耳を完全に否定し

ているのではない。第2言語としての音声言語の獲

得の助けになるなら、ろう者社会も人工内耳を歓迎

してほしいと述べている 27) ブルームのような選択

が最善の結果をもたらすこともありえるだろう。人

工内耳を強制すること、逆に禁止すること、どちら

も望ましくない。

小児医療に関するある研究会で、人工内耳に関し

て話をする機会を得た。そこでの一つの反応は、将

来的に人工内耳の性能が向上した時点で、ろう者で

ある親であっても、自らのろう児に対して、人工内

耳手術を行わない選択をするのは許されなくなると

いうものだった。その研究会は不当な親の行為から、

子どもの人権を擁護するという立場から進められて

いるが、このような議論には心胆を寒からしめられ

る。「第 3者の中立的な立場」から介入する場合に、

その第3者の中立的な立場が聴者の視点、聴能主義

から自由である保障はどこにもない。

「言葉」とU、うとこれまで手話は含まれていなかっ
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た。しかし、手話が「言葉」の意味を変えている。

これまで、言語習得というと音声言語ばかりが大切

にされてきた。日本では、ろう学校の教育でも手話

が公的に認められたのは93年の文部省の「聴覚障害

児のコミュニケーション手段に関する調査研究協力

者会議報告」に到ってからである。そういう状況が

ろう児にとって本当に望ましいのか、.進展してきた

手話研究を基に見直す作業が必要である 28)。

人工内耳と手話の関係で注目されるのは、フラン

スの「生命科学と医療のための国家倫理諮問委員会」

(CCNE)が例年暮れに出した「言語習得以前のろう

9c への人工内耳手術に関する助言」と題する報告で
ある。これは rCCNEは現状での人工内耳の不確実性一

疑いもなくこれから長い年数、継続するーが続く限

り、子どもの認知の発達に悪影響を与えないよう、

全力が尽くされなければならないと信じる。音声フ

ランス語の獲得は他の言語一例えば手話ーを上手に

学ぶという経験を持っている場合にいっそう容易で

あるとする専門家の見解に従い、当委員会は人工内

耳手術を行う場合でも手話の学習を並行させること

で、子どもの精神的な発達と社会性の発達を保障す

ることを勧告する。手話のこの面における有効性は

明らかである」としている 29)。人工内耳手術を行っ

た場合でも、確実に言葉が身につけられるように、

手話も並行して学ばせるという勧告である。

従来伝えられることが稀であり、伝えられる場合

には否定的に描かれてきたろう者の文化、ろう者社

会に関する情報が特に聴者の親に届かなければなら

ない。ろう児の親が人工内耳手術を求めるか否かを

決める際に手話、ろう文化、人工内耳の効用と限界

に関して、広範で最新の情報と知識を得ることが不

可欠である。

ここで強調したいのは、ろう者の組織による、ろ

う児の親、聴者である親への積極的な情報提供、相

談の役割である。こういった環境が整って、はじめ

て人工内耳とレ、う技術が正当に活かされる。

人工内耳という技術が真に活用される大前提とし

て、ろう者と聴者、手話言語と音声言語それぞれの

関係、権力関係の見直しが不可欠である。

付配

本稿は「第12回世界ろう者会議に参加して(幼児の
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文献

1)ジューン・エプスタイン『人工内耳のはなし』学

苑社、 1992年、中西靖子編訳 松坂宗太郎『回復

する聾』人間と歴史社、 1994年。

2) Lane， H. (1994) ‘The Cochlear Implant 

Controversy'， WFD News， No2-3 (July 1994) pp. 

22-28. 

3)船坂前掲書。

4)人工内耳友の会「コクレア社人工内耳装用者数の

推移J Ii'ACITA.!I、 1996年11月号 No.35、.59頁。

5) Ii'朝日新聞.!I1997年1月19目。

6) 日本コクレア『人工内耳ガイドブック.!I1995年、

9頁。

7)小木保雄会長、連絡先は〒 228神奈川県座間市南

栗原6-8-21.

なお同会による『よみがえった音の世界一人工内

耳を使用して』学苑社、 1992、も参考になる。

聴者である私自身も失聴した場合には人工内耳を

一つの選択肢として考慮するだろう。障害の世界

に接することのメリットの一つは、様々な自助運

動や本人活動、また支援活動、サービスに触れて、

rもしこうなったらあそこが頼りになる」という人

たち、グループを知ることにある。

8)人工内耳友の会「人工内耳の実態調査J 1993年。

9)木村晴美、市回泰弘「ろう文化宣言 言語的少数

者としてのろう者J Ii'現代思想.!I1995年3月号、第

23巻第3号、 354-362頁。

なお、同宣言、また、ろう文化運動から示されて

いる「ろう者は障害者ではない」という主張に関

する批判的私見は、拙稿「障害者はキズものか'J Ii'日

本手話学会会報』第53号(1995年)、 6-7頁もしく

は、同じく拙稿 r(障害)の視点から見たろう文化」

『現代思想.!I1996年4月臨時増刊「ろう文化」総特

集号46-51頁を参照されたい。

10)木村・市田前掲書、 354頁。

11) Padden， C. and Humphries， T. (1988) Deaf in 

America. Cambridge. MA: Harvard University 

Press. 

12)上野千鶴子 r差異の政治学JIi'ジェンダーの社会学』

岩波書底、 1995年、 1-26頁。

31-

13) r海外のろうあ団体 (8)ニュージーランドJ 日本

聴力障害新聞1996年12月1日号、第545号、 11頁。

14) WFD (1992) Statues of the World Federation of 

the Deaf. WFD， Helsinki. 

15) Shapiro， ]. (1993) No Pity， New York: Random 

House. 

16)長瀬修「ウガンダ、新憲法JIi'福祉労働.!I96年夏号、

第71号、 70-71頁。

17)‘Sign Language in Slovakia'・DisabilityAwareness 

in Action Newsletter 36， (March 1996)， p.3 

18) r障害者の機会均等化に関する基準規則J長瀬修訳、

日本障害者協議会、 1995年。

19) Lane， H. (1984) When the Mind Hears， New 

York: Random House. 

20) Aoki， K. and Feldman， M. W. (1994)‘Cultural 

Transmission of a Sign Language When Deafness 

is Caused by Ressesive AlIes at Two Independent 

Loci'. Theoretical Population Biology， vol. 45， No. 

1 (February 1994) pp. 101-120. 

21) Lane， H. (1994)‘The Cochlear Implant Contro-

versy'. WFD News， No. 2-3 (July 1994)， pp.22-

27. 

22) Dプロ「人工内耳とデフコミュニテイ JIi'D.!I第9

号(1994年3月)1-3頁。

高田英一「第十二回世界ろう者会議報告JIi'JDジャー

ナル』第15巻第9号、 4-5頁。

23)‘Resolution of the XII World Congress of the 

World Federation of the Deaf WFD News， 1995 

No. 2 (November 1995) p.12 

24) Lane， H. (1992) The Mask of Benevolence， New 

York: Knopf. 

25) r子どもの広場J Ii'ACITA.!I 35号、 1996年11月号、

53-54頁。

26) Ii'朝日新聞.!I1997年1月19目。

27)スチュアート・ブ、ルーム r人工内耳手術J Ii'第12回

世界ろう者会議報告書.!I70-77頁。

28)正高信男「聴覚障害児の言語獲得と手話J Ii'手話コ

ミュニケーション研究』第20号(1996年5月)、 3

-8頁。

29)スチュアート・ブルーム「人工内耳に関するフラ

ンスの動きJ Ii'みみ』第71号、(1996年春)長瀬修

訳、 38頁。

【原稿受理:1997年6月9日】

生命倫理 VOL.7 NO. 1 1997.9 129 



|日I
'Jこニコ・
U~ 

-
園圃園田園.

-
~~可司・

.区、

~- --­
~-

~ 

~“司・

---.3・・

米
国
障
害
学
会

本
年
の
米
国
障
害
学
会
は
五
月
二
十
二
日
か

ら
二
十
五
日
に
ミ
ネ
ソ
タ
州
、
、
?
ネ
ア
ポ
リ
ス
で

開
催
さ
れ
た
。

同
学
会
の
正
式
名
称
は
印

DnE『『
O
『

U
Z
'

与一
一一
守
印
【
孟
克
明
で
あ
る
。
学
会
の
目
的
と
し

て

「障
害
と
慢
性
疾
病
の
人
文
、
社
会
科
学
的

側
面
を
研
究
す
る
学
際
的
研
究
の
促
進
」

を
掲

げ
て
い
る
。
一
九
八
二
年
に
「
慢
性
疾
病
、
ィ

ン
ペ

ア
メ
ン
卜
、
デ
ィ
ス
ア
ピ
リ
テ
ィ
研
究
学

会
」
と
し
て
発
足
し
、
八
六
年
に
現
在
の
名
称

に
変
更
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
年
の
総

会
は
新
名
祢
で
の
第
十
回
と
な
る
。

学
会
の
目
的
は
障
害
者
の
経
験
に
関
連
す
る

情
報
交
換
の
湯
作
り
と
障
害
者
の
社
会
へ
の
完

全
参
加
促
進
で
あ
る
。
創
始
者
は
故
ア
!
ヴ
ィ

ン
グ

・
ゾ
ラ
氏
、
約
三

O
O名
の
会
員
は
ほ
と

ん
ど
が
米
国
人
で
、
役
員
を
は
じ
め
障
害
者
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
参
考
ま
で
に

害
者
の
目
的
を
阻
害
す
る
、
と
い
う
主
張
を
検

討
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
(
注
2
)
。

議
論
の
内
容
は
日
本
で
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
で
特
に
新
味
は
感
じ
な
か
っ
た
。
女
性
本

人
の
産
む
選
択
を
重
視
す
る
立
渇
と
、
障
害
を

理
由
に
し
て
中
絶
す
る
こ
と
は
障
害
者
を
否
定

す
る
こ
と
だ
と
問
題
視
す
る
立
場
の
対
立
で
あ

る
(
注
3
)
。

連
絡
先
を
記
す
。

印
on
一巾門司『
O
「
O-gσ
一一芹司印
Z
全
冊
目

円

¥
0
0
虫
、
五
回
》
『
2
2
m『

印

E
R
G
-
r
c
z〈
自
白
帥
芹
可

何一四宮門〉悶『
d
F
Z『
2
-
u
一白門巾-∞
O
帥円。コ

玄
〉
O
N
H
O
∞
C
印〉

中
ヨ
曲
一
一
色
司
『
2
『『巾
⑧叩
E
R
o
一r
・巾
己戸』

私
は
昨
年
に
引
き
続
い
て
の
参
加
と
な
っ

た
。
昨
年
は
ワ
シ
ン
ト
ン

D

C
で
の
開
催
で
、

筑
波
大
学
の
名
川
勝
氏
と
一
緒
に
日
本
か
ら
参

加
し
た
(
注
1
)
。

今
年
の
日
本
か
ら
の
参
加
者
は
、
作
家
の
花

田
春
兆
氏
、
静
岡
県
立
大
学
の
石
川
准
氏
、
花

田
氏
の
介
助
者
で
あ
る
ラ
イ
タ
ー
の
綾
部
明
弘

氏
だ
っ
た
。
現
在
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
客

員
研
究
員
で
あ
る
大
阪
市
立
大
学
の
土
屋
貴
志

氏
も
ワ
シ
ン
ト
ン

D
C
か
ら
参
加
さ
れ
た
。

出
生
前
診
断
と
選
択
的
中
絶

昨
年
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

花田氏の発衰を代臨する筆者 {正面右)

た
だ
特
徴
的
な
の
は
、
日
本
で
の
議
論
な
ら

ば
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
出
て
く
る
「
優
生

学
」
「
優
生
思
想
」
が
あ
ま
り
出
て
こ
な

い
こ

と
で
あ
る
。
「
日
本
で
は
圏
直
生
政
策
と
い
う
言

葉
が
諸
外
国
よ
り
も
広
い
意
味
で
使
わ
れ
る
湯

合
が
多
い
」
と
い
う
米
本
昌
平
氏
の
指
繍
が
あ

る
(
注

4
)
。
最
近
の
遺
伝
学
と
倫
理
に
関
す

る
英
国
発
行
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
も
、
「
病

気
で
な
い
胎
児
を
中
絶
す
る
の
は
優
生
学
の
行

為
で
あ
り
、
九

0
年
代
の
米
英
で
は
な
く
、

四

0
年
代
の
ド
イ
ツ
で
あ
る
。
許
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
」
と
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
研
究
者
が

述
べ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
(
注

5
)
。
「病
気
で

あ
る
胎
児
」
を
中
絶
す
る
の
は
優
生
学
で
は
な

い
と
い
う
前
提
が
あ
る
の
が
読
み
取
れ
、
強
い

違
和
感
を
覚
え
る
。
日
本
の
場
合
に
は
特
に

「車
問
い
芝
」
を
は
じ
め
と
す
る
障
害
者
運
動
の

成
果
で
優
生
学
、
優
生
思
想
と
し
て
と
ら
え
る

範
囲
が
広
く
確
立
さ
れ
て
き
た
の
が
特
徴
の
よ

う
で
あ
る
。

こ
の
議
論
に
関
連
し
て
、
昨
年
「
障
害
も
し

く
は
差
異
」
と
題
し
て
、
ろ
う
と
障
害
の
共
通

点
と
相
違
点
を
詳
細
に
論
じ
た
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー

工
科
大
学
の
ス
|
ザ
ン

・
フ
ォ
ス
タ
ー
氏
か
ら
、

ろ
う
夫
婦
の
場
合
に
、
ろ
う
児
を
望
む
こ
と
が

あ
り
、
も
し
出
生
前
診
断
で
ろ
う
児
か
ど
う
か

分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

画
制
児
を
選

択
的
に
中
絶
す
る
こ
と
も
起
こ
り
う
る
と
い
う

ー

ω
N

障
害

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
l

ン
ヨ
/
研
究
所
主
長
瀬

修

な
か
っ
た
「
出
生
前
診
断
と
選
択
的
中
絶
」
が

大
き
な
テ
!
?
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の

が
‘
今
年
の
会
議
の
長
大
の
特
徴
だ

っ
た
3

国
立
障
害

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所

(
N
I
D
R
R
)
の
資
金
媛
助
を
得
て
、
「
沼
伝

的
障
害
の
出
生
前
診
断
片
「
羊
水
検
査
を
受
け

た
/
受
け
な
か
っ
た
理
由
、
そ
し
て
そ
の
意

味
」
、
「
障
害
児
と
生
き
る
こ
と
の
家
族
へ
の
影

響
」
の
三
分
科
会
と
「
多
係
性
?
差
別
?

遺
伝
的
検
査
を
制
限
で
き
る
か
?
」
の

一
全
体

会
と
、
全
部
で
四
セ
ア
ン
ョ
ン
が
出
生
前
診
断

に
費
や
さ
れ
た
。

生
命
倫
理
学
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
へ
イ

ス
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
「
遺
伝
的
障
害
の
出

生
前
診
断
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ

ー
が
招
か
れ
、
障
害
者
自
身
を
多
く
含
む
降
客

研
究
者
と
生
命
倫
理
研
究
者
の
交
流
が
企
画
さ

れ
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
「
障
害

者
の
一
部
か
ら
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
、
選
択
的

中
絶
を
も
た
ら
す
出
生
前
診
断
の
存
在
は
、
あ

る
意
味
で
、
完
全
な
社
会
的
平
等
を
目
指
す
随

指
摘
が
あ
っ
た
。

従
来
の
女
性
、
障
害
者
と
い
う
軸
に
、
ろ
弓

奮
す
な
わ
ち
〈
文
化
・
民
族
〉
と
い
う
別
の
勧

が
確
実
に
加
わ
っ
て
き
て
い
る
。
身
体
的
条
件

に
基
づ
く
文
化
的
、
民
族
的
、
言
語
的
集
団
予

あ
る
と
い
う
、
ろ
う
者
の
主
張
(
注
6
)
か
ら
.

〈文
化
・
民
族
の
存
続
〉
を
念
頭
に
、
こ
の
よ
-
「

な
選
択
へ
の
希
望
が
生
ま
れ
て
く
る
の
は
驚
ど

に
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
性
や
障
害
に
よ
ス

選
択
的
中
絶
と
同
じ
よ
う
に
、
「
他
者
の
生
£

決
定
す
る
こ
と
の
意
味
」
、

「出
生
前
診
断
・
摺

択
的
中
絶
と
い
う
選
択
を
し
な
い
と
い
う
望

択
」
(
注

7
)
を
考
え
る
こ
と
も
重
要
な
意
悼

を
も
つ
に
違
い
な
い
(
注

8
)
。

花
田
氏
の
報
告

私
が
昨
年
か
ら
学
会
へ
の
出
席
を
お
願
い
'

て
い
た
花
田
春
兆
氏
が
、

「文
化
と
障
害
者
h

ゑ
び
す
誕
生
」
と
い
う
演
題
で
発
表
を
さ
れ
た

「
比
較
的
視
点
|
日
本
」
と
い
う
分
科
会
で
ふ

る
。
通
常
四
名
程
度
の
発
表
者
が
各
分
科
会日

は
割
り
当
て
ら
れ
る
が
、
こ
の
分
科
会
は
花
町

氏
と
私
の
二
人
だ
け
で
九

O
分
と
、
時
間
の
へ

俗
が
あ
り
、
非
常
に
助
か
っ
た
。

花
田
氏
は
捌
訳
済
み
の
発
表
原
稿
(
プ
リ

ト
、
テ
キ
ス
ト

-
フ
ァ
イ
ル
)
を
配
布
し
‘

一

頭
だ
け
自
ら
発
表
さ
れ
、
後
は
私
が
代
読
L
LP



日
本
の
障
害
者
史
、
特
に
芸
能
を
含
め
た
文
化

史
を
主
題
と
し
て
、
英
文
ビ
デ
オ
「
ゑ
び
す
受

陀
怒
」
(
三
五
分
)
上
映
を
中
に
織
り
込
み
、

最
後
は
、
蛭
子
の
話
を
取
り
上
げ
、
今
回
の
会

議
の
大
き
な
テ
!
?
で
あ
る
出
生
前
診
断
と
選

択
的
中
絶
と
も
深
い
関
係
が
あ
る

「障
害
者
の

生
命
」
で
話
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。
ユ
ー
モ
ア

も
あ
り
.
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
ノ
ミ
コ
ト
の
話
で
は
、

U
F
O
や
「
E
T
」
を
も
ち
出
し
て
、
会
湯
に

爆
笑
を
・
も
た
ら
し
た
あ
た
り
は
さ
す
が
だ
っ

た
。反

響
は
大
き
く
、
発
表
の
直
後
に
国
際
的
短

波
紋
送
の
口
町
田
『回一
芝
河
白
色
5
4号白『一色
l

宅
一
色
伶
か

ら
花
田
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
申
込
み
が
あ

り
‘
た
だ
ち
に
実
現
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

は
筏
覚
障
害
の
女
性
で
あ
る
。
私
が
通
訳
を
し

た
が
、
放
送
用
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
通
訳
は
初

め
て
で
緊
張
し
た
。
開
放
送
の
歳
近
の
番
組
に

は
、
生
殖
と
障
害
女
性
、
障
害
者
史
、
障
害
文

化
の
価
値
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
障
害
者
、
北
京

N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
へ
ン
リ

l

・
エ
ン
ズ

(元
D
P
I
世
界
議
長
)
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

が
あ
り
、
中
米
コ
ス
タ
リ
カ
か
ら
発
信
さ
れ
て

い
る
。帰
国
後
も
、
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
で
障
害
の
国
際

比
較
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
ま
と
め
て
い
る

印
刷
究
者
か
ら
「
ゑ
び
す
受
陀
羅
」
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
な
ど
、
イ
ン
パ
ク
ト
は
強
か

-
空
間
と
障
害

・
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
環
境
作
り

.
高
等
教
育

・
権
利

・
隊
守
盲
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

.
政
治

・
米
国
政
治
の
眠
れ
る
巨
人
一
降
害
者
田
市

.
障
害
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
障
害
に
つ
い
て
教
え
る

・
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
社
会
保
障
一
改
革
の
機
会

.
保
健

・
比
較
的
視
点
|
日
本

・
Q
O
L
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ

っ
た
。個
人
的
に
も
感
慨
が
あ
る
。
日
本
の
経
験
の

海
外
で
の
共
有
と
い
う
意
味
で
、
花
田
氏
か
ら

依
頼
を
受
け
て
、
「ゑ
び
す
受
陀
羅
」
英
文
ビ

デ
オ
を
、
九
三
年
秋
か
ら
九
四
年
夏
の
団
連
事

務
局
障
害
者
斑
勤
務
時
代
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

l
に
持
ち
込
ん
だ

が
、
関
心
を
呼
び
起
こ
す
に
至
ら
な
か
っ
た
経

織
が
あ
る
。
足
か
け
四
年
で
「
ゑ
び
す
受
陀
羅
」

の
海
外
で
の
上
映
を
実
現
で
き
た
こ
と
は
本
当

に
婿
し
い
。

花
田
氏
の
発
表
の
実
現
に
は
国
際
交
流
基
金

-
共
通
点
と
相
違
点

.
障
害
学
の
板
本
概
念
と

成
立

・
過
去
と
現
在
の
障
害
学
会
長
が
障
害
学
会
の

過
去
、
現
在
、
未
来
と
障
害
学
分
野
に
つ
い

て
語
る

-
表
象
、
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
、
隠
喰

-
H
I
V
・
エ
イ
ズ

・
障
害
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
一

九
九
七
年
医
学
研
究
所
報
告
・
勧
告

・
歴
史

・
履
用
就
労

-
障
害
の
イ
メ
ー
ジ

・
障
害
デ
ー

タ

分
科
会
か

5

ラジオインタビューを受ける花田氏(左)

鎖
を
出
せ
た
分
科
会
は
限
ら
れ
た
が
、
印
象

に
残
っ
た
発
表
を
か
い
つ
ま
ん
で
紹
介
す
る
。

二
十
三
日
の
「
権
利
」
分
科
会
の
「
障
害
政
策

の
権
利
へ
の
移
行
へ
の
原
因
と
結
果
」
と
題
す

る
発
表
で
、
ウ
ェ
ル
ス
レ

l
大
学
の
卜
ム

・パ

ー
ク
氏
は
、

A
D
A
に
代
表
さ
れ
る
権
利
法
を

採
用
し
て
い
る
国

、々

す
な
わ
ち
米
国
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
英
国
な
ど
は
英
国
系
の

コ
モ

ン

ロ
ー
の
伝
統
を
も
ち
、
公
民
憶
の
伝
統
を
も
っ

反
函
、
回
国
祉
国
家
的
伝
統
が
弱
い
と
指
摘
し
た
a

憎
利
ア
プ
ロ
ー
チ
は
公
民
権
の
伝
統
の
中
で
‘

分
か
り
ゃ
す
く
、
障
害
者
運
動
に
「
武
器
」
を

ー

ωω
!

日

，・・周囲h
発喪する花田氏 (右から2人目)

か
ら
の
派
遣
助
成
に
加
え
て
、
今
回
の
プ

ロ
グ

ラ
ム
委
員
長
の
リ
チ
ャ

l
ド
・
ス
コ

ソ
チ
氏

(
テ
キ
サ
ス
大
学
)
と
障
害
文
化
研
究
所
の
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
ブ
ラ
ウ
ン
氏
の
尽
力
が
あ

っ
た

こ
と
を
申
し
添
え
る
。

私
自
身
は
「
優
生
保
議
法
か
ら
母
体
保
施
法

へ
|
女
性
と
障
害
者
の
ダ
イ
ナ
ミ
y

ク
ス
」
と

題
し
て
、
日
本
の
近
代
的
附
害
者
政
治
運
動
の

成
立
、
女
性
運
動
と
の
対
立

対

話
‘
母
体
保

護
法
成
立
の
経
過
な
ど
を
報
告
し
た
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
観

出
生
前
診
断
関
係
以
外
の
全
体
会
や
、
分
科

会
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

な
お
、
来
年
の
総
会
は
六
月
第

一
週
に
西
海

岸
の
オ
l
ク
ラ
ン
ド
で
予
定
さ
れ
て
い
る
。
今

年
の
総
会
の
報
告
書
は
、
来
年
の
総
会
時
ま
で

に
見
本
が
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

-
全
体
会

我
々
は
何
者
で
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
か

・
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

障
害
を
も
っ
教
員

・
分
科
会

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ

・
リ
サ
ー
チ
に
関
す
る
問
題

.
比
鮫
的
視
点

・
地
械
社
会
と
学
校
で
の
障
害

与
え
た
。
し
か
し
、
法
廷
中
心
主
義
で
実
籍
、

実
効
性
に
は
疑
問
が
残
り
、
特
に
岡
崎
用
に
関
し

て
は

「権
利
」
が
果
た
す
役
割
を
過
大
評
価
し

て
い
る
。
権
利
、
訴
訟
万
能
主
義
に
受
け
取
ら

れ
が
ち
な
米
国
で
の
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
興

味
深
い
。

同
じ
「
権
利
」
分
科
会
で
の
ジ
ョ
ナ
サ

ン

・

ヤ
ン
グ
氏
(
国
立
リ
ハ
ビ
リ
テ

l
y
ョ
ン
病
院

研
究
セ
ン
タ
ー
)
は
「
レ
ー
ガ
ン
の
革
命
|
公

民
権
、

A
D
A
、
全
米
降
客
評
議
会
、
一
九
八

四
年
|
一
九
九

O
年
」
と
題
し
て
、
保
守
派
の

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
指
名
し
た
全
米
障
害
評
議

会
か
ら
革
新
的
な

A
D
A
の
原
案
が
提
案
さ

れ
、
同
じ
共
和
党
プ
y

シ
ユ
大
統
領
の
も
と
で

成
立
し
た
過
程
を
分
析
し
た
。
鍵
と
な

っ
た
の

は
、
追
加
的
な
予
算
摘
置
が
必
要
な
い
ど
こ
ろ

か
、
障
害
者
関
係
予
算
の
削
減
に
も
将
来
的
に

は
結
び
つ
く
と
い
う
「
財
政
保
守
主
義
」
で
あ

り
‘
こ
れ
に
共
和
党
が
乗
り
、
障
害
者
の
権
利

推
進
に
積
極
的
な
民
主
党
と
の
超
党
派
の
支
持

が
成
立
し
た
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
前
述
の
パ

ー
ク
氏
の
発
表
と
い
い
、

A
D
A
へ
の
多
様
な

回
目
点
を
与
え
て
く
れ
る
(
注

9
)
。

「障
害
に
つ
い
て
教
え
る
」
分
科
会
で
は
、

ア
l
カ
ン
ソ

l
大
学
の
チ
ェ
リ
ル

・
リ
ー
ド
氏

と
ジ

l
ン
・
ニ
|
ス
氏
が
「
多
文
化
主
義
の
教

室
で
の
パ
ワ
!
と
エ

ン
パ

ワ
l
j
ン
ト
」
に
つ

い
て
発
表
し
た
a

「
文
化
」
諭
は
障
害
分
野
で

酬('丘地91.12
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最
也
ホ
ッ
ト
な
テ
!
?
と
な
っ
て
い
る
が
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
関
係
の
講
座
で
の
多
文
化

主
義

(
7
ル
チ
カ
ル
チ
ユ
ラ
リ
ズ
ム
)
の
役
割

が
強
調
さ
れ
た
。
①
障
害
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

と
障
害
文
化
の
強
調
、

②
す
べ
て
の
形
態
の
抑

圧
へ
の
関
心
、
③
パ
ワ
ー
と
資
源
の
平
等
な
分

配
を
保
障
す
る
た
め
の
社
会
の
再
権
築
、
の
三

点
を
強
調
す
る
ラ
ジ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ

ク
・
ア
プ

ロ
ー
チ
が
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

多
文
化
教
育
に
は
勧
め
ら
れ
る
と
い
う
内
容
だ

っ
た
。

エ
ド
ワ
l
ズ
氏
が
、
発
表
後
の
質
疑
応
答
の

中
で
、
花
田
氏
の
発
表
、
特
に
姪
子
に
言
及
し

て
い
た
の
が
嬢
し
か
っ
た
。

日
本
の
「
障
害
学
」
に
向
け
て

私
が
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
動

機
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
日
本
で
の
障
害
分

野
で
の
経
験
を
海
外
と
共
有
す
る
こ
と
で
あ

る
。
土
屋
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
特
に
日

本
の
障
害
者
運
動
と
女
性
運
動
の
苦
し
い
議
論

が
生
み
出
し
て
き
た
も
の
は
大
き
な
成
果
で
あ

る。
も
う
一
つ
は
、
日
本
で
の
「
障
害
学
」
の
確

立
に
役
立
て
た
い
、
参
考
に
し
た
い
と
い
う
思

い
で
あ
る
。
既
に
、
日
本
で
の
障
害
学
の
確
立

を
目
指
し
て
、
『
障
害
学
へ
の
招
待
』
(
仮
題
)

と
い
う
本
を
石
川
氏
と
私
が
編
者
で
、
来
春
の

出
版
に
向
け
て
準
備
に
入
っ
た
。
今
回
出
席
さ

れ
た
花
田
氏
に
也
参
加
を
頂
い
て
い
る
。

こ
こ
で
の
障
害
学
と
は
、
「
障
害
」
と
い
う

切
り
口
か
ら
社
会
と
人
聞
を
見
つ
め
直
す
作
業

で
あ
る
。
同
時
に
、
社
会
福
祉
、
人
権
、
差
別
、

医
療
、
教
育
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
と

い
っ
た
専
門
分
野
や
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
、
い
っ
た

ん
「
障
害
」
を
解
飲
す
る
取
り
組
み
で
も
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
文
化
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、一雪一
口
説
で
あ
る
。

移動・ホテルの7'7セスは完備していた

「
表
象
、
ポ
リ
テ

ィ
ク
ス
、
隠
喰
」
分
科
会

は
文
学
を
取
り
上
げ
、
非
常
に
盛
り
上
が
っ
た
。

発
表
者
に
加
え
、
著
書
の
一
部
が
邦
訳
さ
れ
て

い
る
レ
ナ

l
ド
デ
イ
ヴ
ィ
ス
氏
{
ビ
ン
ガ
ン

ト
ン
大
学
英
語
学
科
)
が
指
定
討
論
者
と
し
て

参
加
し
、
議
論
が
深
ま
っ
た
{
注
叩
)
。
デ
イ

ヴ
ィ
ス
氏
は
ろ
う
者
の
両
線
を
も
ち
、
自
ら
は

「
聴
覚
隊
箸
で
は
な
い
が
、
文
化
的
な
意
味
で

の
ろ
う
者
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
降
客
学
で
は
、
ア
1

ヴ
ィ
ン
グ
ゴ
フ
7

ン
.

ハ
!
ラ
ン
ハ

l
ン
、
マ
イ
ケ
ル
・
オ
リ
パ

l
、

ハ
l
ラ
ン
・
レ
イ
ン
な
ど
社
会
科
学
系
か
ら
の

貢
献
が
中
心
を
占
め
、
文
学
や
文
化
批
評
な
ど

が
「
刺
身
の
つ
ま
」
扱
い
さ
れ
て
き
た
と
批
判

し
た
。
障
害
の
文
学
・
文
化
分
析
は
、
障
害
が

あ
る
貸
渇
人
物
の
箔
写
の
仕
方
を
批
判
す
る
第

一
段
階
、
テ
キ
ス
ト
の
中
で
障
害
が
あ
る
登
渇

人
物
を
宵
定
的
に
描
写
す
る
第
二
段
階
を
経

て
、
表
象
と
文
化
的
生
産
自
体
を
見
直
す
、
す

な
わ
ち
簿
害
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
形
成
す
る

文
化
総
体
を
見
直
す
と
い
う
第
三
段
階
に
、
今

さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
し
た
。

「
歴
史
」
分
科
会
も
充
実
し
て
い
た
。
精
神

薄
弱
と
ジ
エ
ン
ダ
l
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
幼
児

殺
害
、
奴
隷
制
と
降
客
、
南
部
の
綿
工
湯
と
降

客
の
四
つ
の
発
表
が
あ
っ
た
。

特
に
興
味
深
か
っ
た
の
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
幼
児
殺
害
を
取
り
上
げ
た
ト
ル
!
?
ン
大
学

今
回
の
会
議
で
は
興
奮
を
覚
え
、
多
く
の
刺

激
を
受
け
た
。
日
本
で
の
障
害
学
の
発
展
を
花

田
氏
と
語
っ
た
、
帰
り
の
機
中
だ
っ
た
。

(
注
)
l

昨
年
の
会
議
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。

長
瀬
修
「
町
四
年
障
害
学
会
年
次
総
会
に
参
加

し
て
」
『
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
一
九
九

七
年
二
・
三
月
号
、
第
三
九
一
号
、
四
四

l

四
七
頁

2

〉
帥
『
f
〉・

(
H
由市当

)
A
h
R
2
S
2
)印
玄
gsa

σ21帥=・印ロ印

3

こ
の
点
に
関
し
て
は
土
屋
貴
志
氏
が

「ア

メ
リ
カ
障
害
学
会
第
十
回
年
次
大
会
」
「
/

1
7
ラ
イ
ゼ
l
シ
ョ
ン
」
九
七
年
九
月
号
で
、

よ
り
詳
細
に
述
べ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た

い
。
な
お
、
花
田
、
石
川
両
氏
も
会
議
に
つ

い
て
、
以
下
で
触
れ
て
い
る
3

花
田
春
兆
「
蟹
の
足
音
第
五
十
回
水
の

ミ
ネ
ソ
タ
」
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
九

七
年
七
月
号
、
四
二

l
四
五
頁
、

石
川
准
「
新
任
教
員
の
前
途
を
祝
す
」

「ノ

l

7
ラ
イ
ゼ

l
シ
ョ
ン
』
九
七
年
七
月

号
、
一

O
ー

二

頁

4

米
本
昌
平
「
出
生
前
診
断
は
優
生
政
策
か
」

「
出
生
前
診
断
を
考
え
る
』
九
二
年
、
生
命

倫
理
研
究
会
、
一
一
三
ー
二
七
頁

5
R
三
塁
0
3
2
5
2
5
ヨ
2
0
2
g
a
g『
O
『

w 
"'" 

の
7
l
サ

エ

ド

ワ

l
ズ
氏
の
発
表
だ
っ
た

昨
年
の
米
国
歴
史
学
会
の
年
次
総
会
で
障
害
占

を
取
り
上
げ
る
よ
う
彼
女
自
身
を
含
む
七
人
用

歴
史
学
者
が
提
案
し
た
が
、
同
学
会
は
医
学
市

に
は
七
つ
の
分
科
会
を
充
て
た
に
也
か
か
わ
p

ず
、
障
害
史
の
分
科
会
は
実
現
し
な
か

っ
た
t

冒
頭
で
述
べ
、
歴
史
学
会
な
ど
障
害
学
会
の
岨

以
外
で
の
障
害
史
の
認
議
の
重
要
性
を
訴
ぷ

た
の次
に
本
題
に
入
り
、
古
代
ギ
リ
ン
ャ
、
特
円

ア
テ
ネ
と
ス
パ
ル
タ
で
障
害
新
生
児
が
殺
害
々

れ
て
い
た
と
い
う
「
歴
史
的
事
実
」
を
取
り
L

げ
、
こ
の
よ
う
な
「
事
実
」
を
証
明
す
る
証
酬

が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
指
繍
し
た
。
羊
水山田

査
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
現
代
の
医
療
由

心
の
欧
米
的
価
値
観
で
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
何
日
和

行
わ
れ
て
い
た
か
を
考
え
る
こ
と
の
問
題
点

出
産
を
医
療
の
対
象
と
考
え
る
習
慣
が
な
か

っ

た
こ
と
、
官
官
美
的
視
点
か
ら
障
害
児
、
奇
形
聞

が
恐
怖
の
対
象
と
な
っ
た
と
見
な
す
綬
拠
が
か

い
こ
と
、
身
体
の
正
常
さ
の
基
憎
が
確
立
し
L
P

の
は
十
九
世
紀
の
統
計
学
、
二
十
世
紀
の
緩
倖

学
の
成
立
以
降
で
あ
る
こ
と
、
障
害
者
が
経
溶

的
な
重
荷
に
な
る
と
い
う
の
は
近
代
、
現
代
的

な
価
値
観
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
、
優
後
に

「
障
害
史
の
確
立
が
な
い
か
ぎ
り
、
盟
国
ら
れ
続

け
る
隊
害
者
の
歴
史
は
偽
り
に
満
ち
た
ま
主

だ
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

2
0
ヨ
O凹
R
E
m
-
=

〕、。
gd開
-
z
-
n
ω
Z
O毛
ω
Z
o
-
m
-

』

S
E
q・玄
R
n
z
s
s
・司・印・

こ
の
発
一
吉一口
は
、
性
的
志
向
を
決
定
す
る
遭

伝
子
が
見
つ
か
っ
た
湯
合
に
、
性
的
志
向
を

理
由
と
す
る
中
絶
に
関
し
て
、
自
ら
ゲ
イ
の

活
動
家
で
あ
る
研
究
者
か
ら
の
、
同
性
愛
は

病
気
で
は
な
い
、
し
た
が
っ
て
病
気
で
も
な

い
胎
児
を
中
絶
す
る
の
は
許
さ
れ
な
い
と
い

う
主
張
で
あ
る
3

6

木
村
晴
美
・
市
田
泰
宏
「
ろ
う
文
化
宣
言
」

『
現
代
思
想
」
九
五
年
三
月
号
、
三
五
四
|

三
六
二
頁

7

立
岩
奥
也
「
出
生
前
診
断
・
選
択
的
中
絶

を
ど
う
考
え
る
か
」
「
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
の
主

張
』
九
二
年
、
江
原
由
美
子
編
、
動
草
書
房
、

一
六
七
|
二

O
二
頁

8

ろ
う
者
と
選
択
的
中
絶
に
関
し
て
は
別
の

機
会
に
、
よ
り
深
く
論
じ
た
い
。

9

印『創刊己円
0
・』・

2
也市

wee-zo同
V
X可
2
.
2
0
垣

〈
O
司

r
-
d
ヨ
g
∞。

o
g
(現
代
書
館
よ
り
邦

訳
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
)
の
第
四
章
が

A
D
A
成
立
過
程
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

川

山

口

中

三

P

F
・
-
(
戸
喧
喧
印
)

Z
何
コ
『
口
『
門
戸
コ
間

Z
O
司ヨ巳ミェ

-zzoロ
・
〈
耳
目
。
第
五
章
の

官
頭
が
‘
山
本
卓
訳
「
ろ
う
と
洞
察
」
『
現

代
思
想
』
九
六
年
四
月
臨
時
増
刊
ろ
う
文
化

総
特
集
、
三

O
五
|
亡
二
二
頁
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。



障
害
の
文
化
、
障
害
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

長

瀬

修

「
鍵
常
者
に
は
知
り
得
な
い
私
た
ち
独
特
の
楽
し
み
方
が
あ
る
」

ー
l
!
金
海
里
、

一
九
九
六
、

一
七
三
頁

「障
害
は
わ
た
し
た
ち
の
領
土
で
す
」

ー
ー
ア
ド
ル
フ
・
ラ
ツ
力
、
一
九
九
二
、
一

O
二
頁

九
五
年
に
ハ

l
グ
で
障
害
、
デ
ィ
ス
ア
ピ
リ
テ
イ
了
}
を
テ

l
マ
と
し
て
修
士

論
文
(
Z
m
包
括
・
甲
山
)
に
取
り
組
ん
だ
際
に
、
は
じ
め
に
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
主

に
二
つ
だ
っ
た
。

一
つ
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
、
す
な
わ
ち
社
会
的
不
利
を
ど
う
取
り
除
く
か

だ
っ
た
。
八
七
年
か
ら
九
二
年
ま
で
の
八
代
英
太
参
議
院
議
員
秘
書
・
障
害
者

イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル

(
D
P
I
)
ア
ジ
ア
太
平
洋
プ
ロ

ッ
ク
事
務
局
員
、
九
二

年
か
ら
九
四
年
ま
で
の
国
連
事
務
局
障
害
者
斑
勤
務
と
い
う
仕
事
を
中
心
と
す

る
障
害
と
の
関
係
で
は
、
社
会
的
障
壁
に
目
が
向
く
の
は
自
然
だ
っ
た
。

国
連
事
務
局
に
二
年
強
勤
務
し
た
中
で
、
最
も
印
象
に
残
る
の
は
、
九
三
年

暮
れ
の
国
連
総
会
で
の
「
障
害
者
の
機
会
均
等
化
に
関
す
る
基
準
規
則
」
(
後
会
均

チ
ス
ド
イ
ツ
の
障
害
者
「
安
楽
死
」
計
画
が
と
ま
っ
た
。
障
害
者
の
生
命
を
脅

か
す
勢
力
が
国
家
権
力
と
結
び
つ
き
、
最
悪
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
例
で
あ
る

す
二
こ
れ
は
、
歴
史
の
中
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
障
害
、
障
害
者
に
光
を
当
て
、

単
に
障
害
、
障
害
者
を
ジ
ャ
ン

ル
と
し
て
意
識
す
る
だ
け
で
な
く
、
歴
史
全
体

の
見
直
し
に
つ
な
が
る
作
業
で
あ
る
。

翻
訳
の
最
終
段
階
と
修
士
論
文
の
執
筆
が
重
な
っ
た
の
は
、
今
考
え
て
み
れ

ば
幸
い
だ
っ
た
。

こ
の
本
の
翻
訳
も
き
っ
か
け
と
し
て
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し

て
の
障
害
者
、
ひ
い
て
は
文
化
と
し
て
の
障
害
、
障
害
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関

心
が
向
い
て
行
っ
た
の
で
あ
る
す
三

ろ
う
者
、
ろ
う
文
化
の
議
論
に
本
格
的
に
接
し
た
の
は
九
三
年
頃
か
ら
で
、

こ
れ
も
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
私
の
関
心
が
向
く
の
に
非
常
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る

τコ

そ
し
て
米
国
の
ブ
ラ
ウ
ン
の
障
害
文
化
、
デ
ィ
ス
ア
ピ
リ
テ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー

に
関
す
る
論
文
(
∞
3
4
2
d
・
ss.-SF同
唱
曲
目
)
に
出
会
っ
た
。
そ
ろ
そ
ろ
修
士
論

文
の
組
立
を
考
え
て
い
た
頃
だ
っ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
は
現
在
の
米
国
の
障
害
文
化

運
動
の
旗
手
で
あ
る
。
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
の
所
長
を
務
め
、
故
エ
ド
・
ロ
パ

ー
ツ
が
創
立
し
た
世
界
障
害
研
究
所
に
勤
務
し
た
後
、
九
四
年
に
障
害
文
化
研

究
所
の
活
動
を
始
め
て
い
る
。

自
立
生
活
運
動
か
ら
障
害
文
化
運
動
に
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
自
立
生
活

運
動
の
大
き
な
柱
で
あ
る
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
中
に
、
こ
れ
は
日
本
の
例

だ
が
、
「
障
害
を
ひ
と
つ
の
か
け
が
え
の
な
い
個
性
と
し
て
受
け
入
れ
、
あ
り
の

ま
ま
の
自
分
を
ま
る
ご
と
一
気
に
肯
定
す
る
生
き
方
」
(
岡
原

・
立
岩
、
一
九
九
O

年
、
一
五
九

一
六
O
頁
)
へ
の
指
向
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ

と
ブ
ラ
ウ
ン
の

「
我
々
は
障
害
(
デ
ィ
ス
ア
ピ
リ
テ
ィ
!
ズ
)
を
自
ら
の
ア
イ
デ

ン

204 

等
基
準
)
採
択
で
あ
る
。
こ
れ
は
社
会
が
障
害
者
に
対
し
て
築
い
て
い
る
障
壁
の

除
去
を
目
指
す
国
際
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
八

一
年
の
国
際
障
害
者
年
、

八
三
年
か
ら
九
二
年
の

「
国
連
障
害
者
の

一
O
年
」

の
国
際
レ
ベ
ル
で
の
最
も

顕
著
な
制
度
的
成
果
で
あ
る
{
2
)
。

も
う
一
つ
は
、
社
会
進
化
論
や
優
生
学
、
優
生
思
想
な
ど
障
害
者
の
生
命
を

お
と
し
め
、
脅
か
す
勢
力
だ
っ
た
。

「
歴
史
の
中
で
な
ぜ
障
害
者
は
無
視
さ
れ
て

い
る
の
か
」
と
い
う
著
者
の
疑
問
か
ら
生
ま
れ
た
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
障
害
者

妹
殺
に
関
す
る
本
『
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
と
障
害
者
「
安
楽
死
」
計
画
』
の
翻
訳
を

九
二
年
か
ら
進
め
て
い
た
。
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
は
障
害
者
を
効
率
的
に
殺
す
た
め

に
ガ
ス
室
を
開
発
し
、
二

O
万
人
以
上
の
主
に
ド
イ
ツ
人
の
障
害
者
を
組
織
だ

っ
て
抹
殺
し
て
い
た
こ
と
を
同
書
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

著
者
の
ギ
ャ
ラ
フ
ァ
ー
は
米
国
の
障
害
者
で
あ
り
、
大
統
領
の
ス
タ
ッ
フ
も

務
め
た
経
験
を
待
つ
研
究
者
で
あ
る
。

現
代
の
障
害
者
の
社
会
的
地
位
を
知
る

た
め
に
歴
史
を
援
り
返
る
必
要
を
感
じ
た
が
、
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
障
害
者

の
歴
史
に
関
す
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
こ
で
ギ
ャ
ラ
フ
7
|
の
自
に
ナ

テ
イ
テ
イ
で
あ
る
と
誇
り
を
持
っ
て
訴
え
る
」
(
玄
白
ユ
5
・
H
S吋
)
、
「
障
害
者
は
我
々

の
独
特
の
生
の
経
験
と
歴
史
に
基
づ

い
て
、
独
自
の
文
化
を
ま
さ
に
形
成
し
て

い
る
」
(
∞

3
君

コ
-
戸
由
也
印

-
D
S
と
い
う
思
考
へ
の
距
離
は
近
い
。
ブ
ラ
ウ
ン
は
障

害
者
運
動
が
、

「障
害
者
の
権
利
」か
ら
障
害
文
化
運
動
と
い
う
新
た
な
領
竣
に

進
ん
で
き
て
い
る
と
し
、
こ
れ
を
障
害
の
「
次
な
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
一
大
変
化
」

(∞

g
宅
P
5
2
・
3

と
し
て
い
る
。

現
在
、
世
界
で
最
も
障
害
文
化
が
活
発
に
議
論
さ
れ
て

い
る
の
は
米
国
で
あ

る
。
そ
の
米
国
で
、

「
ス
ー
パ

ー
マ

ン
」
を
演
じ
た
俳
優
で
あ
る
ク
リ
ス
ト
ア
ア

l
・
リ
|
プ
が
や
り
玉
に
あ
が

っ
て

い
る
。
リ

l
プ
は
九
五
年
の
落
馬
事
故
で

脊
髄
損
傷
を
持
ち
、
車
イ
ス
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
今
日
の

米
国
で
最
も
知
ら
れ
て
い
る
障
害
者
の

一
人
で
あ
る
。

そ
の
リ

l
プ
に
対
し
て
、
米
国
の
障
害
者
の
一
部
は
厳
し
い
批
判
を
向
け
て

い
る
。
そ
れ
は
リ

l
プ
が

「医
学
の
新
時
代
に
入
り
、
脊
髄
障
害
の
治
療
法
確

立
も
間
近
だ
。
そ
う
な
れ
ば
車
い
す
に
頼
っ
て
い
る
多
く
の
人
が
立
ち
上
が
っ

て
歩
く
こ
と
が
で
き
る
」
(
朝
日
新
聞
、
一
九
九
六
)
、

「段
差
解
消
や
優
れ
た
車
イ

ス
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い
。
障
害
を
持
っ
て
い
る
時
に
は
、
優
れ
た
機
器
、

ア
ク
セ
ス
が
あ
る
の
は
良
い
こ
と
だ
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ

た
問
題
を
待
つ
我
々

全
て
が
、
こ
う
い
っ
た
問
題
は
あ
く
ま
で

一
時
的
な
後
退
で
あ
っ
て
、
白
耳
目
可

。
ご
は
巾
一
つ
の
生
き
方
で
は
な
い
と
見
な
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
ピ
百
宅
由
主
・

5
g

君
主
E
ヨ
F
H
Sご
な
ど
と
発
言
し
、
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に

の
み
精
力
を
傾
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
再

選
に
向
け
た
九
六
年
夏
の
民
主
党
大
会
で
演
説
を
行
う
な
ど
、
妓
群
の
知
名
度

か
ら
リ
|
プ
の
発
言
が
障
害
者
の
代
表
の
そ
れ
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
る
こ
と

へ
の
危
倶
で
あ
る
。
昨
年
五
月
に
ミ
ネ
ソ
タ
州
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
た

20ラ

w 
c.n 



米
国
障
害
学
会
年
次
総
会
に
出
席
し
た
が
、
そ
こ
で
も
リ
|
プ
批
判
の
声
が
あ

が
っ
て
い
た
官
コ

リ
l
プ
批
判
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
の
は
、
障
害
文
化
運
動
で
あ
る
。
九
七

年
六
月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
が
障
害
文
化
を
記
事
と
し
て
取
り
上

げ
て
い
る
。
そ
の
記
事
の
中
で
、
あ
る
障
害
活
動
家
が
リ
l
プ
に
関
し
て
「
治

し
て
ほ
し
い
な
ん
て
お
気
の
毒
に
と
三
曲
ス
Z
-
M
Sご
と
語
っ
て
い
る
?
コ

リ
l
プ
批
判
の
背
景
に
は
、
障
害
者
の
生
命
を
脅
か
す
と
受
け
と
め
ら
れ
て

い
る
動
き
が
あ
る
。
ケ
ポ
キ
ア
ン
元
医
師
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
き
て
い
る
末

期
患
者
の
「
安
楽
死
」
、
自
殺
補
助
の
動
き
で
あ
る
。
昨
年
六
月
に
米
国
最
高
裁

は
医
師
が
末
期
患
者
の
自
殺
に
手
を
貸
す
こ
と
を
禁
止
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
州
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
州
法
は
合
憲
で
あ
る
と
し
た
(
上
治
、
一
九
九
七
)
。
し
か
し
、

決
着
が
つ
い
た
訳
で
は
な
く
、
ケ
ポ
キ
ア
ン
も
活
動
を
続
け
て
い
る
百
二

リ
l
プ
が
事
故
直
後
に
自
殺
願
望
を
持
っ
た
こ
と
を
後
に
繰
り
返
し
語
っ
て

い
る
こ
と
も
、
「
死
の
纏
利
」
が
障
害
者
の
「
死
の
義
務
」
に
結
び
つ
く
こ
と
を

最
も
恐
れ
て
い
る
障
害
者
の
神
経
を
逆
な
で
し
た
に
ち
が
い
な
い
(
宅
三
宮
ヨ
凶
-

H

唱曲吋}。
ケ
ポ
キ
ア
ン
医
師
に
代
表
さ
れ
る
「
死
」
か
、
リ
l
プ
に
代
表
さ
れ
る
「
治

療
」
、
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
選
択
し
か
な
い
の
か
と
、
障
害
文
化
運
動

は
問
う
て
い
る
。
障
害
者
に
対
し
て
常
に
投
げ
か
け
ら
れ
る
「
あ
な
た
に
生
き

る
意
味
は
あ
る
の
か
」
「
あ
な
た
の
生
命
は
価
値
あ
る
も
の
か
」
と
い
う
問
い
に

対
す
る
一
つ
の
答
が
「
誇
り
を
持
っ
て
障
害
者
と
し
て
生
き
る
」
と
い
う
デ
ィ

ス
ア
ピ
リ
テ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
な
の
で
あ
る
。

デ
ィ
ス
ア
ピ
リ
テ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
米
国
で
の
議
論
は
八
四
年
前
後
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
苗
『
o
s
-
-
5
2
一
寄
S
S
F
5
8
)。
特
に
九

0
年
代
に
入
っ
て
か

且
曜
も
身
近
か
な
家
族
の
手
に
か
け
ら
れ
る
恐
怖
を
背
景
に
、
障
害
児
を
殺
し

て
し
ま
っ
た
貌
に
対
し
て
同
情
す
る
世
間
と
真
正
面
か
ら
対
峠
し
た
「
青
い
芝

の
会
」
は
既
に
七

0
年
代
初
頭
に
価
値
観
、
行
動
様
式
と
し
て
の
障
害
文
化
を

ラ
ジ
カ
ル
に
提
示
し
て
い
る
布
、
立
岩
が
日
本
に
関
し
て
、
「
あ
る
場
面
で
は
、

こ
の
国
の
障
害
者
運
動
は
、
欧
米
の
障
害
者
運
動
が
見
た
も
の
よ
り
も
先
を
見

て
い
る
の
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
に
立
岩
、
一
九
九
O
、
七

四
頁
)
と
述
べ
て
い
る
の
は
的
を
得
て
い
る
百
二

日
本
の
自
立
生
活
運
動
に
は
米
国
の
自
立
生
活
運
動
の
影
響
が
大
き
く
あ
る

{
中
西
、
一
九
九
六
三
し
か
し
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
た
く
ま
し
い
流
れ
が
確
か
に

あ
る
。
日
本
で
の
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
当
初
か
ら
携
わ
り
、
著
作
(
一

九
九

O
、
一
九
九
三
)
、
講
演
な
ど
を
通
じ
て
自
立
生
活
運
動
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
積

極
的
に
打
ち
出
し
て
い
る
安
積
遊
歩
が
七

0
年
代
半
ば
に
出
身
地
福
島
県
で
「
青

い
芝
の
会
」
の
活
動
に
触
れ
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
八
三
年
か
ら

障
害
者
劇
団
「
惣
変
」
を
率
い
て
「
障
害
者
文
化
」
の
発
展
の
一
つ
の
核
と
な

っ
て
い
る
金
満
塁
が
、
文
化
運
動
と
し
て
の
性
格
を
色
濃
く
持
っ
て
い
た
「
青

い
芝
の
会
」
に
七

0
年
代
半
ば
に
獲
し
て
い
る
こ
と
、
ど
ち
ら
も
決
し
て
偶
然

で
は
な
い
。

脳
性
マ
ヒ
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
7

ハ
ラ
パ
村
自
体
は
崩
壊
し
た
{
綾
田
、

一
九
七
五
三
「
青
い
芝
の
会
」
自
体
の
障
害
者
運
動
で
の
現
在
の
影
響
力
は
大
き

く
な
い
。
し
か
し
、
日
本
の
運
動
の
中
の
一
部
で
、
横
塚
を
は
じ
め
と
す
る
当

時
の
「
青
い
芝
の
会
」
が
提
起
し
た
問
題
意
識
は
脈
々
と
生
き
続
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
言
語
障
害
者
が
堂
々
と
発
言
で
き
る
、
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る

〈
空
間
v
を
日
本
に
作
り
出
し
た
功
績
は
確
か
に
「
青
い
芝
の
会
」
の
も
の
で
あ

，。A昭二

ら
は
米
国
障
害
学
会
の
年
次
総
会
で
も
そ
の
存
在
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
障
害
文

化
に
関
す
る
賛
否
両
論
が
出
さ
れ
て
き
た
。
同
学
会
の
学
会
誌
は
九
五
年
秋
号

で
ブ
ラ
ウ
ン
を
特
別
編
集
者
と
し
て
障
害
文
化
特
集
を
組
ん
だ
。
そ
こ
で
の
議

論
を
見
る
限
り
、
(
二
障
害
者
の
権
利
運
動
が
障
害
文
化
運
動
の
前
段
と
し
て

存
在
し
て
い
る
、
(
二
)
デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
「
文
化
」
の
定
義

を
満
た
す
の
か
否
か
、
学
会
内
で
も
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
二
つ
が
読
み
取

れ
る
{
ロ
3
コヨ
E
・-唱曲印)。

し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
と
い
う
メ
ジ
ャ
ー
な
メ
デ
ィ
ア
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
徐
々
に
デ
ィ
ス
ア
ピ
リ
テ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
と

い
う
言
葉
は
定
着
し
て
い
る
。
障
害
文
化
の
存
在
は
当
然
と
受
け
と
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
記
述
も
見
ら
れ
る
(
図
面
3
R
2・
-
3
3。

な
お
障
害
に
関
す
る
社
会
的
側
面
か
ら
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
英
国
で
は
、

デ
ィ
ス
ア
ピ
リ
ィ
テ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
議
論
は
あ
ま
り
な
い
が
、
障
害
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
の
モ
リ
ス
は
デ
ィ
ス
ア
ピ
リ
テ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
「
正
常
で
あ
る
ふ
り

を
す
る
よ
う
に
仕
向
け
る
圧
力
を
認
知
す
る
の
を
可
能
に
し
」
、
「
我
々
の
我
々

自
身
に
対
す
る
偏
見
、
そ
し
て
非
障
害
者
の
文
化
が
持
つ
偏
見
に
挑
戦
す
る
」

と
し
て
い
る
(
三
ロ
ヰ
Z
・巴
2
・M
吋)【
9
3

こ
の
よ
う
な
特
に
米
国
を
中
心
と
し
た
動
き
に
接
し
た
際
に
、
日
本
の
障
害

者
運
動
、
わ
け
で
も
脳
性
マ
ヒ
者
の
「
青
い
芝
の
会
」
の
逐
動
に
私
の
目
が
向

く
の
は
必
然
だ
っ
た
こ
と
が
お
分
か
り
頂
け
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
は
、
私

の
場
合
、
九

O
年
に
安
積
純
子
、
立
岩
真
也
ら
が
『
生
の
技
法
』
で
日
本
の
隊

害
者
自
立
生
活
運
動
を
体
系
だ
っ
て
記
述
し
、
そ
の
中
で
日
本
の
障
害
者
運
動
、

と
り
わ
け
「
青
い
芝
の
会
」
の
役
割
を
正
当
に
評
価
し
た
こ
と
に
負
う
と
こ
ろ

が
多
い
。
問
書
に
自
を
通
し
た
時
の
新
鮮
な
驚
き
を
思
い
起
こ
す
。

東
京
青
い
芝
の
会
の
寺
田
純
一
が

A
D
A
(障
害
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
人
法
}
に
関

し
て
「
日
本
の
障
碍
者
の
未
来
を
開
く
た
め
に
は
、
自
ら
の
闘
い
の
歴
史
に
誇

り
を
持
ち
、
そ
の
成
果
を
継
承
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
ま
ず
必
要
だ
と
思
う
か

ら
で
あ
る
。
外
国
の
運
動
に
学
ぶ
こ
と
も
、
そ
う
し
た
基
盤
が
あ
っ
て
こ
そ
意

味
が
あ
る
に
寺
田
、
九
て
一
一
一
二
頁
)
と
し
て
い
る
の
に
全
く
同
感
で
あ
る
。

文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
し
て
、
主
に
日
米
を
中
心
と
し
て
見
て
き
た
が
、

教
育
と
い
う
指
折
り
に
議
論
の
的
と
な
っ
て
き
た
分
野
で
の
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
目
を
移
し
て
み
る
。

教
育
伝
聞
す
る
国
際
的
な
原
則
は
前
述
の
国
連
「
機
会
均
等
基
準
」
の
規
則

六
、
そ
し
て
九
四
年
の
ユ
ネ
ス
コ
の
「
特
別
な
ニ

1
ズ
教
育
に
関
す
る
サ
ラ
マ

ン
カ
声
明
と
行
動
の
枠
組
み
に
C
Z開
ω。
。
・
昌
宏
一
中
野
、
一
九
九
七
)
を
通
じ
て

統
合
、
イ
ン
ク
ル

l
ジ
ョ
ン
が
原
則
と
し
て
樹
立
さ
れ
て
き
た
。

既
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ろ
う
者
は
統
合
、
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

イ
ン
ク
ル

l
ジ
ョ
ン
に
対
し
て
疑
問
を
表
明
し
(
木
村
・
市
回
、
一
九
九
五
一
遠
藤

勝
、
一
九
九
七
て
そ
れ
が
機
会
均
等
基
準
で
の
、
ろ
う
者
の
「
文
化
に
配
慮
し
た

教
育
」
と
い
う
文
言
に
も
結
実
し
て
い
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
盲
人
も
同
じ
よ
う
な
動
き
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

盲
人
を
代
表
す
る
国
際
組
織
、
世
界
盲
人
連
合
{
W
B
U
}
も
統
合
に
距
離
を
置

き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

W
B
U
は
九
六
年
八
月
に
カ
ナ
ダ
で
開
か
れ
た
第

四
回
大
会
の
決
議
で
「
盲
学
校
は
、
盲
児
、
盲
青
年
に
教
育
を
提
供
し
て
き
た
、

豊
か
で
卓
越
し
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
子
ど
も
個
人
の
ニ

l
ズ
に
基
づ

い
た
就
学
の
選
択
肢
が
酎
軍
備
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
盲
学
校
は
不
可
欠
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
世
界
盲
人
連
合
は
、
世
界
中
の
盲
児
、
盲
青
年
に
無
償
で
適

切
な
教
育
を
保
障
す
る
た
め
に
、
盲
学
校
を
絶
対
必
要
な
就
学
選
択
肢
と
し
て

w 
σ3 



支
持
す
る
」
と
し
た
。

W
B
Uは
、
盲
学
校
を
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
立
場
を
明
確
に

し
た
の
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
意
識
は
、
イ
ン
ク
ル

l
ジ
ョ
ン
が

「
盲
児
が
盲
児
同
士
で
交
流
す
る
の
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

な
い
と
信
じ
る
一
(
者

ac--唱
翠

τ-い
う
、
決
議
の
背
景
に
あ
る
九
四
年
の

W
B

U
北
米
・
カ
リ
プ
海
プ
ロ
ッ
ク
の
声
明
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
声
明
に
は
、
ア

メ
リ
カ
盲
人
会
連
合
{
N
F
B
}
や
カ
ナ
ダ
盲
人
協
会
{
C
N
I
B
)
は
じ
め
、
カ

ナ
ダ
と
米
国
の
有
力
な
盲
人
組
織
、
盲
人
関
係
組
織
が
署
名
し
て
い
る
。

日
本
で
も
盲
学
校
が
隔
緩
の
場
だ
け
で
な
く
、
「
盲
人
の
箸
」
(
杉
野
、
一
九
九
七
、

二
六
五
頁
)
と
い
う
側
面
も
持
ち
、
盲
人
運
動
で
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

援
会
均
等
基
準
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
障
害
児
教
育
は
基
本
的
に
統
合
、
イ

ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
指
向
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
ろ
う
学
校
に
関
し
て

は
も
ち
ろ
ん
、
盲
学
校
に
関
し
て
も
、
性
急
な
廃
止
は
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
の
場
を
破
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
・
隔
離
で
は
な
く
、

選
択
肢
と
し
て
存
続
が
必
要
に
思
う
・
文
部
省
、
教
育
委
員
会
の
強
制
的
な
分

離
に
反
対
す
る
あ
ま
り
、
特
殊
学
校
完
全
否
定
、
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
傾

い
て
し
ま
う
こ
と
に
は
慎
重
き
が
必
要
で
あ
る
【
目
。

も
ち
ろ
ん
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
場
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
と
る
@
脳
性

マ
ヒ
者
の
二
日
市
安
は
六
三
年
か
ら
の
国
立
身
体
障
害
セ
ン
タ
ー
闘
争
を
振
り

返
っ
て
、
同
セ
ン
タ
ー
に
入
所
し
た
こ
と
で
は
じ
め
て
仲
間
が
で
き
た
と
し
、

セ
ン
タ
ー
を
人
生
の
再
出
発
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
闘
争
以
前
に
「
私
は
セ
ン

タ
ー
で
た
し
か
に
何
か
を
獲
得
し
た
。
そ
の
何
か
を
抽
象
的
な
こ
と
ば
で
表
現

す
る
こ
と
は
恐
ら
く
私
に
は
一
生
で
き
な
い
だ
ろ
う
に
二
日
市
、
一
九
八
八
、
ニ

場
を
選
ぶ
こ
と
も
あ
る
こ
と
、
選
び
た
い
時
に
選
べ
る
こ
と
、
ぞ
れ
を
大
切
に

し
た
い
の
で
あ
る
.

こ
れ
を
例
え
ば
間
援
で
あ
る
と
か
、
分
離
主
義
で
あ
る
と
批
判
す
る
の
は
あ

た
ら
な
い
。
少
数
者
で
あ
る
障
害
者
が
障
害
者
同
士
で
い
ら
れ
る
機
会
、
場
所
、

時
聞
を
持
つ
こ
と
は
、
障
害
者
が
日
常
、
異
な
る
行
動
様
式
、
異
な
る
価
値
観

を
持
つ
〈
異
文
化
V

と
し
て
の
非
障
害
者
と
接
す
る
こ
と
が
多
い
だ
け
に
大
切

で
あ
る
.

陣
容
の
文
化
、
障
害
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
非
障
害
の
世
界
に
出
撃
す
る
「
讐
」

の
一
種
で
あ
る
。
他
者
、
異
文
化
と
し
て
の
多
数
者
の
社
会
が
あ
る
・
そ
こ
に

出
て
い
く
た
め
の
鎚
点
で
あ
る
.

そ
れ
は
望
ま
し
い
社
会
像
の
問
題
で
も
あ
る
。
の
っ
ぺ
ら
ぽ
う
の
よ
う
な
社

会
が
望
ま
し
い
の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
.
社
会
的
不
利
は
撤
廃
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
努
力
を
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
社
会
的
不
利
、

障
壁
が
も
し
仮
に
本
当
に
除
去
さ
れ
た
ら
(
私
が
生
き
て
い
る
聞
は
も
ち
ろ
ん
、
こ

こ
数
百
年
は
あ
り
そ
う
に
な
い
が
、
も
し
仮
に
実
現
し
た
と
し
た
ら
て
ど
ん
な
社
会

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
か
・
下
手
を
す
る
と
、
究
極
の
同
化
強
制
社
会
に
な
る
に

ち
が
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
と
地
域
社
会
、
つ
ま
り
近
隣
の
地
場
、
人
々

を
意
味
し
て
き
た
@
し
か
し
、
共
同
体
と
し
て
の
障
害
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
存

在
し
て
い
る
し
、
そ
の
意
味
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在
に
も
っ
と
自
を
向
け

る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
一
つ
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
・
そ
れ
は

障
害
種
別
を
超
え
た
連
帯
で
あ
る
。
米
国
の
自
立
生
活
運
動
の
歴
史
を
人
物
中

心
に
つ
づ
っ
た
レ
ヴ
ィ
は
「
非
障
害
の
世
界
か
ら
十
把
一
絡
げ
に
さ
れ
る
こ
と

八
頁
}
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
「
何
か
」
と
は
障
害
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
こ

そ
獲
得
さ
れ
た
意
識
で
は
な
か
っ
た
か
(
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
施
設
収
容
を
勧
め
る

と
い
う
議
論
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
コ

さ
ら
に
、
知
的
障
害
者
の
中
に
も
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
感
じ
さ
せ
る
動

き
が
見
・
つ
れ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
芯
「
知
的
障
害
者
独
自
の
文
化
と
価
値
観
一

の
構
築
の
動
き
が
あ
る
(
熊
谷
、
一
九
九
六
一
宮
野
、
一
九
九
七
)
。
九
三
年
に
設
立

さ
れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
知
的
障
害
者
全
国
連
合
(
ウ
ル
フ
)
は
英
文
名
で
斗

Z

Z
見
5
3包
司
包
雪
国
立

0
2
a
m
m
g
a
a
司

g三
巾
と
い
う
英
語
の
語
感
で
は
「
知

恵
遅
れ
」
や
「
精
神
遅
滞
」
に
当
た
る
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
ウ
ル
フ
の
会
員

は
「
私
は
知
的
障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
う
れ
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
{
四

二
頁
)
と
述
べ
、
ウ
ル
フ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
今
日
で
は
、
知
的
障
害
者
か

ど
う
か
を
き
め
る
の
は
わ
た
し
た
ち
自
身
で
す
」
A
M
六
「
知
的
障
害
と
い
う
共
通

の
事
実
が
わ
た
し
た
ち
を
む
す
び
つ
け
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
と
ば
か
ら

ま
ち
が
い
だ
ら
け
の
過
去
の
福
祉
を
思
い
出
す
時
代
は
お
わ
り
ま
し
た
に
全
日
本

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
舗
、
一
九
九
七
、
六
九
頁
)
と
記
し
て
あ
る
。

日
本
で
も
九
四
年
か
ら
「
知
的
障
害
者
全
国
交
流
集
会
」
が
聞
か
れ
て
い
る
。

私
は
昨
年
一
一
月
の
焼
津
で
の
第
四
回
集
会
に
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
が
、

会
議
を
運
営
し
て
い
る
知
的
障
害
者
、
会
議
に
参
加
し
て
い
る
知
的
障
害
者
が

水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
、
と
て
も
生
き
生
き
と
し
て
い
る
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

結
局
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
生
き
生
き
」
と
で
き
る
場
を
見
つ
け
て
い
く
か
、

作
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
思
い
が
し
た
。

自
立
生
活
運
動
に
精
を
出
し
て
い
る
身
体
障
害
者
、
ろ
う
者
仲
間
と
手
話
で

会
話
に
興
じ
る
ろ
う
者
、
集
会
で
仲
間
同
士
で
語
ら
う
知
的
障
害
者
、
彼
ら
の

顔
は
輝
い
て
い
る
。
そ
の
場
に
押
し
込
め
ら
れ
る
の
で
な
く
、
自
ら
そ
う
い
う
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を
恐
れ
て
、
障
害
者
が
お
互
い
同
士
を
避
け
る
こ
と
が
も
は
や
な
い
、
新
た
な

文
化
が
出
現
し
た

Kra-阿国
g
・
M
g
と
述
べ
て
い
る
室
。

共
通
の
障
害
文
化
、
障
害
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在
が
あ
る
か
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
日
本
の
場
合
に
は
盲
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
長
い
歴
史
、
伝
統
が
あ
り
(
加

藤
、
一
九
七
四
}
、
盲
人
文
化
の
存
在
の
指
摘
が
あ
る
(
杉
野
、
一
九
九
0
1
手
話

を
中
心
と
す
る
ろ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ろ
う
文
化
の
存
在
も
明
か
で
あ
る
。
ま

た
脳
性
マ
ヒ
者
や
他
の
肢
体
不
自
由
者
も
「
青
い
芝
の
会
」
で
の
結
集
が
集
団

と
し
て
の
意
識
高
湯
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

し
か
し
、
盲
人
文
化
、
脳
性
マ
ヒ
者
・
肢
体
不
自
由
者
の
文
化
、
ろ
う
文
化
、

な
ど
障
害
種
別
の
文
化
が
存
在
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
共
通
の
障
害
文
化
を

た
だ
ち
に
構
成
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
デ
ィ
ス
ア
ピ
リ
テ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー

と
い
う
く
く
り
の
中
に
サ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
し
て
種
別
の
文
化
が
あ
る
と
い
う

僧
図
が
必
要
で
あ
る
。
各
障
害
種
別
そ
れ
ぞ
れ
が
別
個
の
「
文
化
」
と
し
て
独

自
の
道
を
た
ど
る
こ
と
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。

障
害
の
運
動
の
歴
史
は
、
傷
漢
軍
人
と
そ
う
で
な
い
障
害
者
、
身
体
障
害
者

と
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
、
生
ま
れ
つ
き
の
障
害
者
と
中
途
障
害
者
な
ど

の
分
断
、
摩
擦
に
満
ち
て
い
る
。
「
文
化
」
の
概
念
の
導
入
も
さ
ら
な
る
分
断
の

契
機
に
な
り
う
る
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る

B
3

障
害
の
文
化
の
場
合
、
「
正
常
」
で
な
い
と
見
な
さ
れ
て
い
る
身
体
、
知
的
、

精
神
状
態
を
持
ち
、
社
会
的
不
利
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
共
通
項
で
あ
る
・

現
在
に
至
る
ま
で
、
「
障
害
者
が
生
き
る
こ
と
」
、
「
障
害
者
が
結
婚
す
る
こ
と
」
、

「
障
害
者
が
子
供
を
つ
く
る
こ
と
」
に
代
表
さ
れ
る
障
害
者
の
生
と
性
を
圧
倒
的

に
否
定
し
て
き
で
い
る
力
、
そ
れ
こ
そ
が
「
障
害
」
の
連
帯
、
「
障
害
文
化
」
の

形
成
を
皮
肉
に
も
支
え
る
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
も
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の
は
抵
抗
的
な
も
の
で
し
か
あ
り
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
し
、
社
会
か
ら
の
圧

力
が
な
く
な
れ
ば
な
く
な
る
ほ
ど
、
弱
ま
る
も
の
だ
ろ
う
・

し
か
心
、
障
害
種
別
を
超
え
る
「
連
帯
と
し
て
の
障
害
文
化
」
を
「
連
帯
と

し
て
の
障
害
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
育
む
道
も
あ
る
。
そ
れ
は
従
来
の
「
正
常
」

な
る
も
の
と
は
異
な
る
価
値
、
ろ
う
文
化
が
指
摘
し
て
い
る
「
別
の
中
心
点
」

(E量
2
・
包
個
師
)
を
数
多
く
作
り
出
す
「
陣
害
の
共
同
事
業
」
の
試
み
で
あ
る
。

弘
の
ろ
う
者
へ
の
呼
び
か
け
(
長
瀬
、
一
九
九
六
C
)
は
、
ろ
う
文
化
運
動
が
「
手

話
を
話
す
〈
健
常
者
〉
」
へ
の
道
を
目
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
理
解
と

期
待
が
入
り
交
じ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
共
同
事
業
」
参
加
へ
の
ラ
プ
コ

ー
ル
な
の
で
あ
る
。

語
弊
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
障
害
の
世
界
が
今
、
お
も
し
ろ
い
。
障
害
者
に

対
す
る
深
刻
な
人
権
侵
害
が
頻
発
し
、
差
別
が
蔓
延
し
て
い
る
中
で
こ
ん
な
こ

と
を
、
し
か
も
障
害
者
で
は
な
い
私
が
言
う
の
は
気
が
ひ
け
る
AU--

実
際
、
障
害
を
持
つ
東
京
出
身
の
友
人
を
秋
田
県
の
施
設
で
亡
く
す
と
い
う

悲
し
い
経
験
を
し
た
し
{
長
湖
、
一
九
九
三
)
、
現
在
も
友
人
が
世
田
谷
区
立
・
泉

会
運
営
の
岡
本
福
祉
作
業
ホ

l
ム
で
の
不
当
な
「
退
所
処
分
」
に
抗
議
し
、
世

田
谷
区
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
審
査
会
に
申
し
立
て
を
し
て
い
る
。

こ
う
い
う
悲
し
く
、
腹
立
た
し
い
具
体
例
に
接
す
れ
ば
接
す
る
ほ
ど
、
私
が

構
成
員
で
あ
る
こ
の
社
会
が
障
害
、
障
害
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
与

え
、
ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
る
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
・

社
会
の
中
で
ど
こ
に
障
害
者
が
い
る
の
か
、
障
害
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら

れ
て
い
る
の
か
を
考
え
る
際
に
、
連
帯
で
あ
れ
、
種
別
で
あ
れ
、
文
化
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
視
点
は
欠
か
せ
な
い
。
障
害
の
文
化
、
障
害
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

『
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ン
ド
』
誌
は
「
発
展
途
上
国
と
障
害
者
」
を
特
集
し
て
い
る
・

{3}

優
生
学
、
直
属
生
思
怨
を
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
と
だ
け
結
び
付
け
る
の
は
か
え
っ
て
危
険
で

あ
る
.
例
え
ば
九
七
年
夏
に
注
目
を
浴
び
た
北
欧
の
鏑
祉
図
書
串
と
優
生
学
に
関
し
て
は

切

g
g
a
-同
gae智
容
照
・

【4
V

米
国
障
害
学
会

m宮
町
寄
『
。
『
盟
国
圃
富
山

q
m
g品目
2
の
学
会
誌
恩
師
曲
芸
著

明

E
E
C
E若
去
の
九
五
年
秋
号
(
第
一
五
巻
第
四
き
が
障
害
文
化
を
特
集
し
、
ブ

ラ
ウ
ン
が
障
害
文
化
関
係
の
資
料
{
文
献
、
映
画
、
音
楽
等
)
リ
ス
ト
を
ま
と
の
て
い
る
.

そ
の
中
に
ギ
ャ
ラ
7
7
1
の
『
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
と
障
害
者
「
安
楽
死
」
針
薗
』
も
記
量
輔
さ

れ
て
い
る
.

歓
年
か
か
っ
た
観
訳
作
業
で
特
に
ス
リ
リ
ン
グ
に
感
じ
た
の
は
、
障
害
者
「
安
楽
死
」

計
画
の
立
案
、
実
絡
に
当
た
っ
た
医
師
、
カ
ー
ル
・
プ
ラ
ン
ト
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
畿
判

で
の
最
終
陳
述
で
あ
る
・
「
深
淵
を
覗
〈
者
は
深
灘
か
ら
覗
か
れ
る
」
か
の
よ
う
に
、
プ
ラ

ン
ト
の
論
に
引
き
込
ま
れ
る
恐
さ
を
感
じ
た
.

な
お
、
ギ
ャ
ラ
7
7
ー
に
は

4
0
m・5
1
2
E
F
n
8
2
g
=
s
a
-。
。
&
・
玄
自
色
俸

の。

-zzn・
{
河
雪
山
揖
晶
・

-
S
F
〈圃君臨嗣盟国
mwZ
司
3
8
)
と
い
う
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
デ
ラ
ノ
・

ル
1
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
が
い
か
に
自
ら
が
障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
社
会
の

g
か
ら
圃
聞
し
て

い
た
か
に
関
す
る
著
作
が
あ
る
.
九
七
年
に
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
公
開
さ
れ
た
ル
l
ズ
ベ

ル
ト
の
メ
モ
リ
ア
ル
建
設
に
際
し
で
は
、
大
統
領
が
障
害
者
と
し
て
車
イ
ス
を
使
っ
て
い

た
こ
と
を
示
す
べ
き
か
否
か
で
論
争
が
起
こ
っ
た
.
同
省
は
、
こ
の
酋
争
も
記
述
す
る
た

め
に
九
八
年
前
半
に
再
度
、
改
訂
版
の
出
版
が
予
定
さ
れ
て
い
る
.

{
5
}

ろ
う
文
化
と
障
害
に
関
し
て
は
、
本
誌
の
長
瀬
{
一
九
九
六
C
}

で
既
に
述
べ
て
い

る
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
.
し
か
し
、
例
え
ば
「
聾
学
校
は
盲
学
校
や
養
護
学

校
と
同
じ
〈
特
殊
学
校
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
.

障
害
者
の
た
め
の
学
伎
の
よ
う
で
働
理
上
で
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
.
特

殊
学
校
だ
か
ら
と
言
っ
て
受
験
や
入
学
を
拒
否
す
る
大
学
も
あ
り
ま
す
」
{
部
須
、
一
九
九

七
、
四

O
頁
}
と
い
う
よ
う
な
、
『
特
殊
学
校
」
に
対
す
る
大
学
側
の
差
別
を
是
認
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
か
ね
な
い
ろ
う
者
の
言
説
に
獲
す
る
と
、
長
瀬
{
一
九
九
六
C
}

持
つ
可
能
性
を
慎
重
に
考
え
て
い
き
た
い
。

健{
1】

W
H
O
の
国
際
障
害
分
類

A
l
e
-
D
H
}
の
改
訂
作
業

S
=司
日
ミ
唱
壇
場
唱
E
0
・nz

¥
-
n
S
F
で
閲
覧
可
能
)
が
進
行
中
だ
が
、

2
E
F
-
-
F再
三
ア
イ
ス
ア
ピ
リ
テ
ィ
を
使
用
し
な
い

方
向
で
進
め
・
0

れ
て
い
る
・
そ
の
理
由
と
し
て
北
米
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
欧
州
{
実
際

に
は
英
国
)
で
の
デ
ィ
ス
ア
ピ
リ
テ
ィ
の
使
用
法
に
そ
れ
ぞ
れ
遭
い
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ

告
れ
て
い
る
・
北
米
で
は
ヂ
ィ
ス
ア
ピ
リ
テ
ィ
は
機
能
的
制
約
と
し
て
用
い
る
れ
て
い
る

が
、
英
国
で
デ
ィ
ス
ア
ピ
リ
テ
ィ
誌
社
会
的
不
利
と
し
て
用
い
る
れ
て
い
る
・
こ
れ
ば
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
語
源
が

Z
2色
吉
n
m
司
で
物
乞
い
を
思
い
忽
こ
さ
せ
る
と
い
う
諜
解

が
原
因
で
も
あ
る
・
故
エ
ド
・
ロ
パ

l
ツ
で
す
ら
誤
解
し
て
い
た
(
寺
本
、
一
九
九
七
)
・

英
国
と
米
国
そ
し
て
国
連
等
の
国
際
的
な
用
語
の
違
い
に
関
し
て
は
長
編
二
九
九
六

a
て

I
C
I
D
H
に
関
し
て
は
佐
藤
(
一
九
九
二
)
を
参
照
.

(2}

英
文
並
ぴ
に
砲
訳
{
長
瀬
訳
)
が
日
本
障
害
者
協
議
会
{
電
話
O
三
1
五
九
九
五
l

四
五

O
て

7
7
7
ス
O
三
|
五
九
九
五
l
四
五

O
二
)
よ
り
入
手
で
き
る
・

本
来
、
障
害
者
の
権
利
条
約
と
し
て
鑓
寒
さ
れ
た
こ
の
後
会
勾
等
基
準
が
伝
ぜ
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
ど
ま
り
だ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
日
本
国
政
府
が
ど
の
よ
う
な
錨
度
を
と
っ
て
い

た
の
か
は
中
野
=
九
九
七
て
長
瀬
二
九
九
六
b
)
を
参
照
・
当
時
、
政
権
党
の
陣
嘗

者
議
員
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
り
、
国
際
的
な
障
害
分
野
を
担
当
し
て
い
た
者
と
し
て
、
拘
束

力
を
持
つ
条
約
へ
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
、
日
本
国
政
府
が
条
約
に
否
定
的
悠
度
で
あ
る

と
い
う
情
報
告
入
手
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
非
常
に
恥
ず
か
し
く
感
じ
て
い
る
・
何

が
で
き
た
の
か
分
か
・
?
な
い
・
し
か
し
、
何
も
知
・
0
ず
、
何
も
し
な
か
っ
た
こ
と
し
か
残

っ
て
い
な
い
・
筆
者
が
日
本
障
害
者
悔
岨
画
会
の
『
J
D
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
誌
等
で
園
速
で
の

障
害
分
野
の
動
き
を
で
き
る
ど
け
見
守
る
よ
う
に
し
、
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

は
、
そ
の
奮
い
反
省
か
ら
で
あ
る
.

な
お
、
「
国
連
隊
害
者
の
十
年
」
を
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
引
き
鑑
い
だ
「
ア
ジ
ア
太
平

洋
障
害
者
の
十
年
」
の
成
立
の
過
程
に
関
し
て
は
長
瀬
ご
九
九
七

aτ
同
鎗
文
を
含
む

で
述
べ
た
批
判
が
残
念
な
が
ら
現
在
も
通
用
す
る
こ
と
を
磁
認
す
る
.

(
6
)

米
国
障
害
学
会
は
『
障
害
と
慢
性
疾
病
の
人
文
、
社
会
科
学
的
側
面
を
研
究
す
る
学

際
的
研
究
の
促
進
」
を
掲
げ
る
学
会
.
同
年
次
徳
島
冨
に
関
し
て
は
土
屋
三
九
九
七
て
花

田
{
一
九
九
七

a}
を
参
照
・

九
七
年
は
倉
本
{
印
刷
中
て
杉
野
(
一
九
九
七
て
立
岩
(
一
九
九
七
て
花
園
【
一
九

九
七
b
て
広
瀬
三
九
九
七
)
な
ど
障
害
に
社
会
、
文
化
と
い
う
視
点
か
ら
取
り
組
む
、

デ
ィ
ス
ア
ピ
リ
テ
ィ
・
ス
タ
デ
ィ
l
ズ
、
「
障
害
学
」
に
と
っ
て
実
り
多
い
隼
だ
っ
た
.
障

害
に
関
心
の
あ
る
障
害
・
非
障
害
研
究
者
を
中
心
と
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
「
障
害

学
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
」
も
静
岡
県
立
大
学
の
石
川
准
研
究
室
に
よ
り
九
七
年
夏
よ
り
運

営
さ
れ
て
い
る
・
関
心
の
あ
る
方
は
〉
対
〈
主
足
。

@
F
5
z
z
-語
・
苛
長
編
ま
で
ご
逮
鎗
頂

き
た
い
.

ま
た
九
八
年
に
は
障
害
学
の
日
本
で
の
砲
立
を
目
指
す
『
陣
容
学
へ
の
錨
待
』
{
仮
題
い

長
瀬
修
・
石
川
准
編
、
明
石
寄
庖
}
の
出
版
が
予
定
さ
れ
て
い
る
.

A
7
}

「
治
し
た
い
の
か
、
治
し
た
〈
な
い
の
か
」
と
い
う
聞
い
は
ダ
プ
ル
バ
イ
ン
ド
で
あ
り
、

肯
定
す
れ
ば
「
や
は
り
、
障
害
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
、
否

定
す
れ
ば
、
「
障
害
受
容
」
が
で
き
て
い
な
い
と
い
っ
た
批
判
や
、
障
害
を
持
つ
こ
と
に
関

す
る
コ
ス
ト
の
議
槍
が
持
ち
出
さ
れ
る
.
立
岩
が
雷
う
「
基
本
的
な
問
題
は
、
障
害
が
こ

と
さ
ら
に
取
り
出
さ
れ
、
否
定
さ
れ
、
陣
容
を
持
つ
人
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
そ
の
人
全
体

が
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
」
(
安
積
他
、
一
九
九

O
、
一
六
ニ
頁
}
に
同
意
す
る
.

【8
}

川
内
{
一
九
九
七
}
が
自
己
決
定
の
文
脈
で
同
議
判
、
自
獲
の
権
利
に
触
れ
て
い
る
.

【9
)

私
が
モ
リ
ス
に
注
目
し
て
い
る
の
は
、
オ
リ
パ

l
(
O
Z
S
F
5
8
)
な
ど
が
提
起
し

た
デ
ィ
ス
ア
ピ
リ
テ
イ
の
社
会
理
論
に
対
し
て
、
「
個
人
的
な
こ
と
と
政
治
的
な
こ
と
」
と

い
う
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
身
体
、
イ
ン
ペ
ア
メ
ン
ト
の
問
題
を
再
度
、
取
り
上
げ

よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
・
こ
れ
に
関
し
て
は

Z
旬
開
脳
障

2
8
3
で
少
し
酋
じ
た
が
、

ま
た
別
の
後
会
に
論
じ
た
い
.
ろ
う
に
閲
し
て
身
体
と
文
化
を
考
え
る
鋲
み
と
し
て
長
編

ご
九
九
七
b
冗
な
お
、
ろ
う
を
文
化
で
あ
る
と
主
慢
し
て
、
そ
の
悼
肯
定
の
身
体
的
状
態

を
選
ぷ
ニ
と
と
、
そ
の
状
悠
に
関
係
す
る
社
会
の
経
済
的
コ
ス
ト
負
田
昌
を
鎗
め
る
議
論
が

w 
()o 



既
に
米
国
に
は
あ
る
。
.
『

znZ『
2
3ご
を
参
照
。

な
お
、
陣
容
を
惚
り
所
に
す
る
自
由
向
は
欧
米
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
の
〉
丘
一
三
d

g
豆
Z
E
-
q
富島

pz-o言
語
三
と
い
う
N
G
O
の
代
表
で
あ
る
ヴ
ア
ン
テ
カ
シ

〈

E
d芯
r
s
z
は
、
「
富
で
あ
る
こ
と
は
、
ご
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
部
で
あ
り
、

納
得
で
き
て
い
る
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
「
私
が
今
の
自
分

で
あ
る
こ
と
、
心
の
奥
底
で
、
弘
の
心
待
ち
が
今
あ
る
の
は
デ
ィ
ス
ア
ピ
リ
テ
ィ
の
お
か

げ
で
す
。
障
害
は
私
の
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
た
の
で
す
」
円
三
司
区
間

p
g・
-
晶
)
と

諮
っ
て
い
る
。

障
害
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
し
て
は
石
川
二
九
九
二
)
を
参
照
。

(
凶
)
「
青
い
芝
の
会
」
に
関
し
て
は
横
潔
(
一
九
七
五
}
横
田
{
一
九
七
五
)
を
参
照
。
共

に
絶
版
で
入
手
は
困
難
で
あ
る
。
繍
回
、
放
惜
別
原
晃
一
・
り
を
擁
し
、
重
要
な
役
割
併
せ
果
た

し
た
「
青
い
芝
の
会
」
神
奈
川
県
連
合
会
の
会
報
『
あ
ゆ
み
』
の
合
冊
号
(
六
五
年
の
第

一
号
か
・
つ
八
九
年
の
第
五
八
号
ま
で
}
(
上
て
{
中
}
、
(
下
}
各
三

O
O
O円
が
入
手
で
き

る
。
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
連
絡
先
は
同
会
事
務
局
長
の
小
山
正
襲
、
電
話

O
四
回

l
二

七
七
l
二
五
五
三
、
フ
ァ
ク
ス

O
四
四
l
ニ
七
七
l
二
七
五
八
。

ま
た
「
青
い
芝
の
会
」
縛
奈
川
県
連
合
会
か
ら
独
立
し
た
「

C
P女
の
会
」
が
二

O
年

に
及
ぷ
活
動
を
振
り
返
っ
て
『
お
ん
な
と
し
て
、

C
P
と
し
て
』
を
一
九
九
四
年
に
出
し

て
い
る
。
連
絡
先
は
繍
浜
市
機
子
区
中
原
区
一

l
八
l
一
ー
一

O
六
繍
回
淑
子
気
付
け
.

電
話
は

O
四
五

1
七
七
一
ー
四
四

O
五。

(U)

立
岩
の
「
こ
の
国
」
、
ま
た
自
立
生
活
運
動
を
進
め
る
障
害
者
を
示
す
「
彼
ら
」
と
い

う
表
現
に
関
す
る
指
摘
は
要
因
{
一
九
九
六
て
そ
れ
に
対
す
る
立
岩
の
返
答
は
立
岩
(
一

九
九
六
て
二
人
の
差
異
が
明
瞭
が
現
れ
て
い
て
非
常
に
興
味
深
い
や
り
と
り
に
な
っ
て
い

，。.
(
ロ
}
陣
害
者
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

(
D
P
I
}
の
歴
史
を
著
し
た
カ
ナ
ダ
の
ド
リ
l
ジ

ャ
ー
は

D
P
I
が
八
一
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
い
た
設
立
総
会
で
の
規
約
の
討
論
の
な

か
で
、
貌
の
参
加
を
強
く
拒
絶
し
た
日
本
か
ら
の
出
席
者
に
触
れ
て
い
る

(
Oユ
色
間
宮
-

3
2
}
。
家
篠
と
の
関
係
を
し
ば
し
ば
否
定
的
に
受
け
と
め
て
き
た
日
本
の
運
動
か
ら
の
貫

題
す
る
寄
稿
で
、
後
者
が
答
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
設
に
も
遭
い
は

あ
る
」
と
い
う
主
張
の
延
長
線
上
で
障
害
と
い
う
概
念
が
消
滅
す
る
喝
合
も
あ
る
。
な
お
、

前
述
の
W
B
U
の
盲
教
育
の
分
継
指
向
に
も
、
こ
こ
で
見
・
0
れ
る
盲
の
独
自
性
の
主
張
の

反
映
と
い
う
要
素
も
あ
る
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

(
M
岬
}
そ
し
て
、
「
民
族
」
が
南
ア
フ
リ
カ
の
ア
バ
ル
ト
ヘ
イ
ト
で
権
力
に
よ
る
分
躍
を
正
当

化
す
る
こ
と
に
利
用
さ
れ
た
歴
史
を
思
う
時
、
「
文
化
」
に
も
同
じ
危
険
性
が
あ
る
こ
と
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
下
で
の
「
黒
人
意
議
」
は
ピ
コ
二
九
八

八
}
を
参
照
。

{
口
)
障
害
者
で
な
い
私
が
、
障
害
学
、
デ
ィ
ス
ア
ピ
リ
テ
ィ
・
ス
タ
デ
ィ
l
ズ
の
日
本
で

の
磁
立
を
目
指
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
考
え
る
・
深
刻
に
悩

む
日
も
あ
り
、
あ
る
答
(
長
瀬
、
一
九
九
六
d
)
を
見
つ
け
た
と
思
う
日
も
あ
り
、
「
理
由

は
い
・
り
な
い
」
と
思
う
日
も
あ
る
。

'a『文献
安
積
純
子
、
岡
原
正
幸
、
尾
中
文
哉
、
立
岩
真
也
{
一
九
九

O
}
『
生
の
技
法
』
厳
原
書
庖
(
一

九
九
五
に
地
織
改
訂
)

安
積
遊
歩
二
九
九
三
)
『
癒
し
の
セ
ク
シ
ー
ト
リ
ッ
プ
』
太
郎
次
郎
社

朝
日
新
聞
こ
九
九
六
)
「
車
い
す
長
距
握
走
を
後
復
「
ス
ー
パ
ー
マ
ン
」
俳
優
の

C
・リ
l

プ
」
九
六
年
一
月
一
三
日
{
東
京
夕
刊
)

ア
ド
ル
フ
・
ラ
ツ
カ
(
一
九
九
二
)
「
ア
ド
ル
フ
・
ラ
ツ
カ
さ
ん
の
講
演
」
『
ノ
!
?
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
現
代
』
現
代
書
館

石
川
准
(
一
九
九
一
一
}
『
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ゲ

l
ム
』
新
評
論

石
川
准
二
九
九
六
)
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
学
」
『
差
別
と
共
生
の
社
会
学
』
{
現
代

社
会
学
講
座
第
一
五
巻
}
岩
波
書
庖

上
治
信
吾
二
九
九
七
}
「
医
師
の
末
期
患
者
自
綾
ほ
う
助
禁
止
は
合
意
米
最
高
銭
逆
転
判

決
」
『
朝
日
新
聞
』
九
七
年
六
月
二
七
日
(
東
京
夕
刊
)

選
議
勝
「
岐
路
に
立
つ
わ
が
国
の
ろ
う
教
育
l
|
「
サ
ラ
7

ン
カ
宣
言
」
と

W
F
D
「
ろ
う

献
で
あ
る
。

な
お
、
六

0
年
代
か
・
っ
七

O
隼
代
前
半
に
か
け
て
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
障
害
者
運

動
が
各
国
で
生
ま
れ
て
い
る
。
弘
の
知
る
限
り
で
は
、
英
国
の
「
爾
離
に
反
対
す
る
身
体

幅
障
害
者
連
盟
一

(
U
P
I
A
S
て
日
本
の
一
書
聞
い
芝
の
会
」
、
米
国
の
自
立
生
活
運
動
が
あ

る
。
上
記
以
外
の
運
動
を
含
め
て
、
障
害
者
運
動
の
園
際
比
鮫
を
陣
容
晶
子
、
デ
ィ
ス
ア
ピ

リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ

l
ズ
の
一
つ
の
テ

1
7
と
し
て
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
い
う
希
望
を
持

っ
て
い
る
。

{
日
)
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
養
護
学
校
号
微
妙
に
意
晴
晴
し
た
作
品
と
し
て
岡
田
{
一
九

九
こ
が
あ
る
ョ
普
通
高
校
に
進
学
し
た
主
人
公
は
餐
護
学
校
時
代
の
同
級
生
か
る
-
お

ま
え
は
よ
そ
者
だ
か
・
つ
な
」
、
「
普
通
校
に
行
っ
た
・
て
も
う
世
界
が
ち
が
う
ん
だ
。
障
害

者
同
士
だ
か
・
り
っ
て
、
な
れ
な
れ
し
く
す
ん
な
よ
な
」
(
七
頁
て
「
お
ま
え
は
え
れ
え
よ
、

ふ
つ
う
に
や
れ
て
，
そ
っ
ち
で
う
ま
く
や
っ
て
き
ゃ
い
い
気
ニ
{
一
二
頁
}
と
君
わ
れ
、
「
ひ

ら
が
な
し
か
読
め
な
い
子
や
、
お
し
め
を
し
て
い
る
子
と
同
じ
教
室
に
い
る
の
が
い
や
だ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
ち
が
う
世
界
を
見
た
か
っ
た
・
自
分
を
た
め
し
た
か
っ
た
」

(
一
二
頁
)
と
応
え
る
。
こ
こ
に
は
石
川
二
九
九
六
)
の
言
う
「
非
対
称
性
」
を
見
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。

養
護
学
校
出
身
の
作
家
、
花
田
春
兆
は
養
護
学
校
に
つ
い
て
「
長
い
人
生
。
仲
間
入
り

も
そ
う
急
ぐ
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
慌
て
て
何
も
得
ず
に
終
わ
る
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障害者関係情報シソ}ラスの研究

(全文検索エンジンにおける障害者関係シソーラスの活用に関する研究)

森川比呂美



はじめに

ノ《ーソナル・コンヒ。ューターなる「パソコン」という愛称が我々人類に定着し始めて、

もう何十年経つことだろう。近年になり、更なる拍車をかけるような勢いでコンビュータ

ー・ハードウェアー自体の改良・開発促進に伴い、ソフトウェア一等が様々な形で我々の

身近な生活に密着し始め、一種の生活必需品ともいえる勢いで我々をサポートし、またコ

ントロールし、或いは、一方で互いに影響し、刺激し合っているといっても過言ではない。

コンビューターといえば 一般的に高価な電化機材のーっという概念が頭をよぎるが、

他方で単なる「鉄の箱Jとも言われるように我々人間の存在なしでは的確な指示を出すこ

とも出来ない、或いはコマンドすら実行することが出来ない、ただ単なる鉄の箱なのかも

しれない。然るに、そんな鉄の箱に様々なソフトウェアーを採用・活用・常駐することで、

身体に、精神に或いは知的に障害を持つ人達にとっては大変慣れ親しみやすい機具に変

化・成長し、特に視覚・聴覚障害を持つ人たちなどはその飛躍の課程に自分たちの新たな

世界を開拓し始めていることは見逃せない。

情報化時代と障害を持つ人々

現下、全世界を通して何十億もの人たちが様々な障害をもっといわれ、その障害の種類

を種々に分類・区分けしてみると、身体的・精神的、視覚・聴覚、或いは知的または学習

障害などがあり、さらには障害自体の重度化・重複化も深刻化していることは言及するま

でもない。そのような状況下、様々な障害を持つ一人一人を対象に情報へのアクセシピリ

ティーの考慮や改善、或いは向上等を情報化時代への必然的な課題として取り上げること

は容易なことではないといつでもあながち間違いではない。盲ろう者の方々を例に、最も

重要な情報への窓口とも言われる視覚そして聴覚、この双方の器官が同時に障害を受ける

ときいかなる情報へのアクセスでさえ困難になり、単一の聴覚或いは視覚障害を持つ方々

よりもまして、重度の情報障害を持つ者になるということは明断である。つまり、盲ろう

者の方々は、日常最低限といわれる情報、他者との或いは外界とのコミニュケーションの

やり取りさえもが至難の技であり、更に最新情報というものについていこうとするならば、

余程、精神的、身体的に健全でなければ難解だろう。実際、外界からの情報をうまく取り

入れることが出来ず、他者とのコミュニケーションを思うように取れない盲ろう者は、単

に情報不足だけにいたらず、精神的な意味での孤立・孤独感を味わい、それが基でストレ

スがたまり、場合によっては深刻な精神的疾J患を患った方もいる。このように、情報化時

代という言葉を耳にすることが多くなりつつある世の中に、し、かにしてこの情報社会を克

服するかを、自立した社会生活のーっと考えるグ、ループ・人たちが存在することを忘れて

はならない。

コンピューター社会と障害

コンビューターが持つ種種の入力・出力装置(インプット・アウトプット)を介する事
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で、様々な障害を持つ人々によって流用され、またそれが多大なる利益をもたらしている

事実は簡明である。ウィリアム・ロス (Mr.William Ross)氏によると、「コンビューター

のインターフェイスから生じる障害または周囲との関連性・調和とは、そのインプットと

アウトプット次第である。(中略)コンビューターを利用する際に、我々は以下の人たち

のことを最前にまた十二分に考慮する必要がある。例えば、学習・知的障害または視覚障

害を持つ人達にアウトプットがもたらす障害、いわゆるコンビューターからの情報を会得

する事が困難であろう人達を対象に注意を払う事。J1)様々な観点から、今日のコンビュー

タ一社会では物事をより難解にしているように感じられるようだが、実はより優れたソフ

トウェアーやより良い技術を開発・促進することで障害を持つ人達とコンヒ。ューターとの

ギャップを狭めようと、或いは分け隔てを取り除こうと必死であるということは如実であ

る。

その中でも国際的な標準化の渦中に位置するインターネット等は、障害を持つ人達から

「日が昇ろうと暮れまいと何時でさえ第三者の手を拝借せずに (Ms.Kimberly Morrow) J 

2)他者との或いは外界とのコミニュケーションをとる最も効果的な手段のーっとして活

用・愛用されている事はよく知られている。特に視覚障害を持つ者などは、インターネッ

トを含むインフォメーション・スーパーハイウェイなどの技術が、従来の想像・固定観念

を絶するタイプの情報へのアクセスを可能にしているという事を認識し始めている。

最新の技術の活用性

すでに示唆したように、障害を持つ者が適切なハードウェアーやソフトウェアーを利用

することは、コンビューターを含めた他の技術を活用する点で彼らにとってなによりも有

益をもたらす事である。がしかし、最新の技術が何時でも一番使い勝手の良い機具であり、

製品であるとは一概にいえない。むしろ、「大体の新しい製品は一つ前のパージョンの改

善されたものであるが、個人的には、最新の技術の賜を試すより一つ前のパージョンを好

んで使うことにしている。というのも、既存の技術は確実に稼働するという自信があるし、

それ故に信頼もできるが、最新の物に同じような保証はない。J3)とラゾーロ氏 (Mr.Joseph

J. Lazzaro)は言う。以下、アダプティプ・テクノロジィーとしてよく知られるソフトウ

ェア一、そしてハードウェアーの名称をおおむね紹介する。 4) (なお、詳細に関しては、

Joseph J. Lazzaro著 "AdaptingPIαfor disabilities'を参照して下さい。)

• Braille Translator (プレイノレ・トランスレーター)

プレイル・トランスレーター・ソフトウェアーは、点字翻訳プログラムのーっとして知ら

れ、テキストを点字プリンタ一様式に変換するほか、 rtheJや randJ、rmotherJそして

rfatherJ等のように頻繁に使用される語棄を適した収縮形式にフォーマットすることも

可能である。収縮の総語数、およそ百以上を記憶している。また、プリンター用に標準的

なテキストを収縮された点字に変換する機能も搭載している。
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• Screen Reader and Speech Synthesizers (スクリーン・リーダーとスピーチ・シン

セサイザー)

スクリーン・リーダーやスピーチ・シンセサイザー機能をインストールする事で、視覚障

害を持つ人たちが、絵・ヒ。ジュアノレによる情報をコンビューターを通して理解する事が可

能である。

• Re仕eshableBraille Displays (レプレッシャプノレ・プレイノレ・ディスプレイ)

スクリーン・リーダーにより読み込まれたデータを点字デ、イスプレイを通して点字として

読む事が出来る。点字ディスプレイは、視覚情報を点字として打ち出し、点字を理解でき

る者には非常に重宝な機材である。

・Optical Character Recognition (OCR) Systems (オプテイカル・キャラクター・
リコギニッション (OCR)システム)

殆どの OCRソフトウェアーは、スキャンされた後の文献・データやイメージを直接ワー

プロ形式に変換する事できる。文字をタイプする事が難しい者にとっては、大変至便なソ

フトである。更に、大抵の OCRシステムは、 1ページにある情報を 1分内に読み込む事

が出来、それぞれの文献毎に保存のファイル形式も選択する事ができる。

• Screen Magnification Software (スクリーン・マグニフィケーション・ソフトウェア

弱視の方々を対象にコンビューターのモニターを調節する最も実用的な方法のーっとして、

画面拡大ソフトウェアーを利用し画面の文字を拡大する事である。このソフトを利用する

事で文字やグラフィック等が、約2倍から 16倍まで拡大する事が出来る。

• Keyguards (キーガード)

キーガードとは、既存のキーボード上に一つ一つのキーに穴があいたプラスティク製のカ

バーのことであり、一度に一つのキーしか叩けないようにと作られたものである。

• Braille Keyboards (プレイル・キーボード)

標準のキーボード上にあるホームのキーの上にでこぼこマークをつける事で、視覚障害を

持つ人たちがどこに指をおけばタイプ出来るかを判断・認識するのに非常に重要な役割を

果たしている。

• Voice Navigator SW (ボイス・ナピゲーターsw) 

音声ナピゲーターSWは、唯一音声だけを認識するソフトウェアーとして知られ、新型の

マッキントッシュ (MacintoshLC， LCII， Classic II， PowerBook 140， PowerBook 170， 

and Quadra 700と900)上でしか稼動しない。

効率的なまた適宜なソフトウェアーやハードウェアーをインストールする事が、障害を

持つ者にとって非常に重要かっ慎重を要する選択である。特に視覚障害を持つ者にとって、

必要不可欠な「効果的な意志伝達の手段」が、第三者を介することからコンピューターを

通したコミュニケーションへと移行していく事である。ある意味で、自立した社会生活を
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営む上で、コンビューターの進出・介入は偉大なる貢献をもたらしつつあると言っても過

言ではない。

インターネットと様々な障害を持つ人々

いまや、急速かっ顕著な成功を成し遂げている通信技術(もlecommunication

Technologies)のーっとして知られるのが、インターネットである。インターネットとは、

「ネットワークの中のネットワークと言われ、約 11，000以上の国内外の大学や企業、地

方自治体、或いは個々によりサポートされる莫大なネットワークを築き上げ、更にはそれ

ぞれをリンクさせ統一させたネットワーク」ωと、ベイン氏とミルヘイム氏(Ms.Adele Bane 

and Mr. William Milheim)は語る。その結果がもたらしたものは、普遍的なるもの

( universaI)のほぼ完壁な形を形成した、いわゆる WorldWide Web (WWW、以下ウェ

ップという)と言われるものである。

このような新しいセンセーショナルな成長を成し遂げている技術が、様々な様式で平等

をモットーに情報を提供する事を強いられる図書館等の公共の場で多大なる効力を発揮し

ていることは言うまでもない。「リファー氏やロジャー氏によれば、アメリカでは、およ

そ21パーセントの公共の図書館が何らかの媒体でインターネットへのアクセスを所持し、

約一万人以上の利用者をもっ都心部に位置する図書館などは、約 75パーセントの割合で

インターネットへの接続を可能にしている。 (Citedby Ms. Courtney Deines-Jones) Jω 

すでに示唆したように、「インターネットがあらゆるタイプの障害を持つ個人により、

ある意味で無限大の秘めたる潜在性を発揮できる競技場として利用され活用されてい

る。J7)斯くして、インターネットによる平等な情報へのアクセスと自由というものの共存

が、慣習的な我々の観念、いわゆる「視覚障害者が第三者に頼りながら日常コミュニケー

ションを取るJという考えを根本的に打ち砕く糸口に成りつつある事は明らかである。

インターネットと WorldWide Web Consor出血(W3C).Web AI卿 ssib出tyIni出，tive

m幼
障害を持つ人たちを始め、アクセシプルな情報提供が強く唱えられる今日、インターネ

ットを含む従来のパソコン通信にマルチメディア等のネットワークが融合し始めているこ

とはよく知られている。その標準化作業の課程に最も肝要な中枢的活躍を果たしている国

際機構をWorldWide Web Consortium (以下、 W3Cとし、う)が 1994年に発足され、ウェ

ッブに関与する全般的な国際標準化や様々な技術指針の製作、開発促進を促し、また大き

く寄与している。

また、今後のウェップの普及と開発進展を促進する国際的非営利団体として 1997年 4

月7日に WebAccessibility lnitiative (以下、 WAIとし、う)が、アメリカ(マサチューセ

ッツ工科大学計算機科学研究所[MIT，ιCS])、ヨーロッパ(立情報処理自動化研究所

[INRIA])、そしてアジア(慶応義塾大学湘南藤沢キャンパス)の三大陸を活動拠点に発足
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された。 WAIのモットーとして、様々な障害を持つ人たちの要求・要望に対し、いかに迅

速かっ適切な応答できるか、更にはウェップのもつ可能性を引き出すことを目的に

Intemational Program Office (以下、 IPOとし、う)を設立し、ソフトウェアーやプロトコ

ール等の新技術の開発、それに関するガイドライン・仕様書の作成など、更には企業・団

体などの研究開発指導・人材育成など、ウェッブに関連する企画や研究をコーディネート

する W3C公認の唯一の国際機関として幅広い役割を担っている。以下、 WAIの活動内容

をおおむね紹介する。(なお、詳細に関しては、 httn://www.w3c.orQ'/wAiを参照して下さ

- 技術開発分野

HT阻 A但yperTextMarkup Language) 

HTTP (HyperText Transfer Protocol) 

XML但xtensibleMarkup Language) 

MML (Multimedia Markup Language) 

SMIL (Synchronized Multimedia Integration Language) 

CSS2 (Cascading Style Sheets) 

・障害者(当事者)を交えたHT阻 d編集トウールの改善
・プラウザーやHTML編集トウー/レに関わる企業団体 (Microso庇社やNetscape社等)
とのアクセシピリティーに関する意識の向上や教育

・ウェップ・コンテンツに携わる者を対象にしたガイドライン・仕様書の作成準備
・ウェップ・コンテンツ作成者を中心に障害者に対する意識の向上と改善
・標準化課程におけるユーザー・インターフェースや新しいシステムのデザイン等の高
度な技術開発・研究

このように、 WAIはあらゆる面でのウェップ・アクセシピリティーに関連する事業や団

体、教育現場から政府、コンビューター・通信系企業に至るまでの幅の広い積極的な支援・

参加や協力を基に成長し、またこれからの一層の飛躍に大きな期待が寄せられている。

WAIガイドライン:ベ}ジ作成・編集

wwwが脚光を浴び始めてから約 9年程が経過するが、これからの情報化時代の次世代
を背負うのはウェップとも言われるほど、万国共通にしてそれに関わる新製品の開発には

眼を見張る物があり、日々ウェップをベースにするビジネスが生まれつつあることは野村

総合研究所が運営している rCBCBプロジェクトJ8)から明確である。今日、我々にとっ

てウェップが情報の発信源、或いは宝庫であるという一方で、誤った或いは中途半端な、

無責任な形式での情報を提供し易いという現実を見過ごすことは出来ない。例えば、重度

な JAVAによるページ構成、Altタグ表示・説明がないイメージ、タイトルタグによる概

要説明がないページ、メタタグを利用してのキーワードの記入がないページなど、最低限

の情報提供を無視するホームページが頻繁に見られる。それは、一個人として心身に障害

司，，

a-



を持つ持たないにかかわらず、ウェツブ‘を通して情報へアクセスする者が求める必須の条

件ではなかろうか。ところが、ワェッブが我々に定着すればするほど、コンテンツ制作者

の些細な不注意による、または無頓着ないわゆる無責任なホームページが氾濫し始めてい

る真相を目の当たりにすることが多い。こうした現状の改善策・対処策として、 1998年 3

月に WAIによる初めてのアクセシピリティー・ガイドライン:ページ作成・編集のドラ

フト案 ωがそのホームページより公開され、アクセスし易いホームページ提供者の育成に

力を入れ始めていることが垣間見られる。

これからのウェップ開発と研究

ウェップ自身の品質改良また新技術の開発が著しく唱えられる中で、ウェッブの生みの

親として、或いはW3Cのディレクターとしても著名なティム・バーナース・リー氏 (Dr. 

Tim Bemers-Lee)によると「ある製品を購入する前に私が一つ考えるとすればその製品

の 10年後の姿である。もしあなたがウェップを軸とする情報管理システムをデザインす

るとして、これから購入するトクールを目前にして自問するとすれば、「私が作りだそう

としているシステムに目の前にあるトウールが将来出てくる最先端の興奮するようなトク

ールに融和・統合することが出来るだろうか、それともこれから先の新しいトウールとは

関係なくただ単に今にさえ間に合えばよいだけのシステムを作り出したいのか。」という

ことである。」 ωつまり、特によりよい製品を築き上げようとする者にとって独立独歩で

はやってゆけない事は顕著であろう。

おわりに

バーナース・リー氏が唱えるような長期的でしかも将来性があり最先端の技術を無理な

く融和・統合可能なシステムを構築するには、まず、市場に最新の技術が出回っているか

などのトレンドを研究することが先決であろう。そこで、作者の研究課題でもある障害に

関するシソーラスを創出する課程におき、まずホームページ作成の一連の流れ等を既存の

HTMLエディタ一等11)で勉強し会得する。更に、現在のインターネットに関する周囲の

状況を的確に把握することにより障害を持つ者を対象とする最新のワェッブ技術を研究・

応用しながらアクセシブルなページの作成について研究する。その後、データベースと検

索機能がウェップ上でどのように順応し、またどのように稼働するかを実際にデータベー

スを構築する ωことにより最終的なシソーラスの運営法へと導く。以上を課題として、最

初の一年に費やすことが大まかなタイムラインである。

研究二年目として、具体的にその分類法やインデックスの切り方、或いはサブジェクト・

ディスクリプタ一等、シソーラスの体系について研究する傍ら、実際に障害に関する語句

や慣用句、また類義語等を代表的なシソーラス等 (UMBISω、ERIC14)、MESH15))から

選択してキーワードとし、それを用いてAltaVista等の代表的なサーチエンジンで検索を

行い結果を分析し、障害関係シソーラスを構築し始める。
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よく言われるように、専門家は、互いに共通語(リングア・フランカ)で会話をし、そ

の言語で交渉しがちであるが、この共通語とは、専門家でない人間には、おおむね、ちん

ぶんかんぶんである。専門用語は、ある意味で、アウトサイダーにとっては聞かずの聞と

なり、また反対に専門家は、もっぱら専門分野の枠の中だけで考えるようになりそれに打

ち勝つのは難しい。以上の視座をふまえ、障害関係シソーラスを(財)日本障害者リハビ

リテーション協会内におけるイントラネット上で走らせることにより障害・社会福祉の分

野で活躍している職員の方々からのフィードパックやコメントを頂戴し、同時に作者自身

一歩一歩社会福祉についてや障害に関する専門的な知識分野を広げるよう努力をする。

研究三年目としては、障害関係シソーラスの構造と機能等を含めた最終的なデザインの

チェックや、インターンネットを介して広範囲にわたり公表し、様々なフィード、パック・

コメント等を希求し、より良いものにと最後の仕上げを懸ける。

この研究を通して、今後ますます我々の日常生活に浸透するだろうと思われるインター

ネットに、障害を持つ持たないに関わらず、誰もが求めている情報に容易にアクセス出来

る手段を作り出したい。
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